
神
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や
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世
界

～
石
見
地
域
で
伝
承
さ
れ
る
神
楽
～

日
本
遺
産
に
認
定

住みたい　住んでよかった　魅力いっぱい　元気な浜田 ～　豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち　～

広報

７
令和元年

No.219



2広報はまだ：令和元年７月号3 広報はまだ：令和元年７月号

問合せ
　観光交流課　開府４００年推進室
　☎�９２２８

「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
浜
田
」

　
公
開
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た

「
出
前
講
座
」
終
了

　
浜
田
の
歴
史
を
一
緒
に
学
び
ま
し
た

開
府
四
百
年
に
ま
つ
わ
る
コ
ラ
ム
を
連
載
し
ま
す

６
月
９
日
㈰
、石
央
文
化
ホ
ー
ル
で「
出
張
！

な
ん
で
も
鑑
定
団
in
浜
田
」
の
公
開
収
録
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
観
覧
応
募
を
い
た
だ
い

た
１
７
７
２
人
・
９
０
６
組
の
中
か
ら
、
抽
選

の
結
果
当
選
し
た
１
０
３
３
人
の
皆
さ
ん
が
来

場
し
観
覧
し
ま
し
た
。

当
日
お
宝
鑑
定
を
受
け
た
５
人
（
応
募
は
１

０
１
点
）
が
お
宝
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
し
、
司
会
の
石
田
靖
さ
ん
と
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
奈
津
子
さ
ん
の
軽
快
な
進
行
の
も
と
、
鑑

定
士
の
安
河
内
眞
美
さ
ん
、
森
由
美
さ
ん
に
よ

る
鑑
定
結
果
を
楽
し
み
ま
し
た
。
笑
い
あ
り
、

驚
き
あ
り
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
収
録
と
な
り
ま

し
た
。

番
組
は
、
後
日
、
テ
レ
ビ
東
京
系
列
及
び
Ｂ

Ｓ
Ｓ
山
陰
放
送
で
放
送
予
定
で
す
。

コ
ラ
ム
⑤　
北
前
船
と
石
見
焼
・
石
州
瓦　
　
島
根
地
理
学
会
副
会
長　
阿
部
志
朗
さ
ん

昨
年
秋
か
ら
実
施
し
て
き
た
「
出
前
講
座
」

が
、
６
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

依
頼
を
受
け
た
事
業
所
や
町
内
会
、
サ
ロ
ン

な
ど
へ
担
当
職
員
が
出
向
き
、
浜
田
の
歴
史
や

開
府
四
百
年
記
念
事
業
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
新
た
な
発
見
や
学

び
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
」、「
協
賛
商
品
を

買
っ
て
応
援
し
た
い
」、「
市
民
が
参
加
で
き
る

取
組
が
少
な
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

江戸時代末～戦前に作られた「石州瓦」が使われている
建物がある場所（中国地方を除く）

   — 2008～18年現地調査より

明治時代～戦前に作られた底面に「石見焼」の刻印がある
焼き物が見つかった場所（出雲・石見を除く）  

 — 2008～18年現地調査より

昨
年
、外
ノ
浦
が
日
本
遺
産
「
北
前
船
寄
港
地・船
主
集
落
」

に
追
加
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
北
前
船
は
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
明

治・大
正
時
代
頃
ま
で
日
本
海
を
行
き
来
し
た
交
易
船
で
す
。船

頭
が
各
港
の
特
産
品
を
安
く
買
い
、
そ
の
品
物
を
ほ
か
の
港
で

高
く
売
り
、
差
額
で
大
き
な
利
益
を
稼
ぎ
ま
し
た
。

記
録
に
よ
る
と
、浜
田
に
来
た
北
前
船
は
瀬
戸
内
海
の
塩
、北

国
の
米
や
木
材
な
ど
を
売
り
、
石
見
の
特
産
の
干
物
類
や
鉄
、

紙
、麻
な
ど
を
買
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
半
か
ら
は
焼
物（
石

見
焼
）
や
瓦
（
石
州
瓦
）
も
買
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

北
陸
、
東
北
、
北
海
道
な
ど
の
日
本
海
沿
岸
の
資
料
館
に
行

く
と
、
石
見
焼
が
民
具
の
一
つ
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を

見
か
け
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
（
旧
樺
太
）
で
も
「
浜
田

下
府
」
と
い
う
刻
印
の
あ
る
古
い
石
見
焼
の
破
片
が
見
つ
か
り
、

北
前
船
の
活
動
範
囲
の
広
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
松
前
町
で
明
治
８
年
に
建
て
ら
れ
た
小
学
校

の
屋
根
は
石
州
瓦
で
し
た
。
生
湯
の
瓦
師
の
名
前
が
刻
ま
れ
た

当
時
の
鬼
瓦
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
形
県
鶴
岡
市
の
善
寶

寺
に
天
保
年
間
に
建
て
ら
れ
た
五
百
羅
漢
堂
の
屋
根
も
石
州
瓦

で
す
。
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
・
大
正
時
代
の
石
州
瓦
の
建
物

は
日
本
海
沿
岸
か
ら
四
国
・
九
州
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

旅
先
で
、
北
前
船
が
運
ん
だ
石
見
焼
や
石
州
瓦
を
探
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ま
し
た
。
直
接
市
民
の

皆
さ
ん
と
浜
田
の
未
来

に
つ
い
て
語
り
合
え
る

有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

２
０
１
９

石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す

４
０
０
年
の
悠
久
の
歴
史
を
感
じ
る

５
０
０
０
発
の
花
火

日
時　
８
月
３
日
㈯　
午
後
４
時
～
10
時
（
予
定
）

※　
小
雨
決
行・荒
天
の
場
合
は
花
火
の
み
４
日
㈰
に
順
延

場
所　
浜
田
漁
港
周
辺

問
合
せ　
浜
っ
子
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
浜
田
市
観
光
協
会
内
）　
☎
�
１
０
８
５

浜
田
さ
ん　
特
別
観
覧
席
へ
ご
招
待

開
府
四
百
年
を
記
念
し
、「
は
ま
だ
」
姓
（
市
内
外
問

わ
な
い
）
の
人
を
、
花
火
が
ゆ
っ
た
り
鑑
賞
で
き
る
「
特

別
観
覧
席
」
へ
無
料
で
招
待
し
ま
す
。

申
込
み　
開
府
４
０
０
年
推
進
室　
☎
�
９
２
２
８

新潟県佐渡市

佐賀県佐賀市

愛媛県西予市
山形県酒田市 北海道松前町

北海道江差町

北海道小樽市

北海道増毛町

山形県鶴岡市

韓国鬱陵島

８月３日 ㈯

全39回・1,139人参加

テレビ東京系列
ＢＳＳ山陰放送で放送予定
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石
見
神
楽

　
神
楽
木
彫
面

　
石
見
神
楽
面

　
長
浜
人
形

　
石
州
半
紙

　
石
州
和
紙

　
井
野
神
楽

　
有
福
神
楽

　
紙
本
墨
書
神
楽
台
本

　
紙
本
墨
書
藤
井
宗
雄
著
書

　
石
見
神
楽
蛇
胴

　
石
見
神
楽
衣
裳

　
お
初
の
碑

　
鏡
山

　
角
寿
司

石
見
９
市
町
の
構
成
文
化
財
は
52
件
あ
り
、

そ
の
う
ち
浜
田
市
に
関
連
す
る
文
化
財
は
次

の
15
件
で
す
。

神
々
や
鬼
た
ち
が
躍
動
す
る
神
話
の
世
界

～
石
見
地
域
で
伝
承
さ
れ
る
神
楽
～

５
月
２０
日
に
石
見
神
楽
の
里
・
浜
田
市
を

は
じ
め
と
し
た
石
見
９
市
町
を
舞
台
と
す
る

ス
ト
ー
リ
ー
「
神
々
や
鬼
た
ち
が
躍
動
す
る

神
話
の
世
界
～
石
見
地
域
で
伝
承
さ
れ
る
神

楽
～
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
本
遺
産
認
定
を
契
機
に
、
関
係
市

町
と
連
携
し
、
構
成
す
る
歴
史
的
文
化
資
源

を
守
り
つ
つ
、
観
光
振
興
と
地
域
振
興
に
取

り
組
み
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
神
楽
に
関
わ

る
地
域
産
業
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
伝
統
文

化
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

石
見
９
市
町　

浜
田
市・益
田
市・大
田
市・

　
　
　
　
　
　
江
津
市・川
本
町・美
郷
町・

　
　
　
　
　
　
邑
南
町・津
和
野
町・吉
賀
町

「
日
本
遺
産
（Japan Heritage

）」
は
、

地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が

国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
文

化
庁
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
魅

力
溢
れ
る
有
形
や
無
形
の
様
々
な
文
化
財
群

を
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
整

備
・
活
用
し
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
へ
も

戦
略
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

島
根
県
西
部
、
石
見
地
域
一
円
に
根
付
く

神
楽
は
、
地
域
の
伝
統
芸
能
で
あ
り
な
が
ら

も
、
時
代
の
変
化
を
受
容
し
発
展
を
続
け
て

き
た
。
そ
の
厳
か
さ
と
華
や
か
さ
は
、
人
の

心
を
惹
き
つ
け
て
離
さ
な
い
。
神
へ
さ
さ
げ

る
神
楽
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
現
在
は
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
商
業
施
設
な
ど
で
も
年
間
を

通
じ
て
盛
ん
に
舞
わ
れ
、
週
末
に
な
れ
ば
ど

こ
か
ら
か
神
楽
囃
子
が
聞
こ
え
て
く
る
。
老

若
男
女
、
観
る
者
を
魅
了
す
る
石
見
地
域
の

神
楽
。
そ
れ
は
古
来
よ
り
地
域
と
と
も
に
歩

み
発
展
し
て
き
た
、
石
見
人
が
世
界
に
誇
る

宝
で
す
。

日
本
遺
産
と
は

認
定
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

構
成
文
化
財市

市

市

国

※　文化財の種類
　　　　指定文化財　　指定文化財　　指定文化財市国 県

県県

１２３101112131415 ６ ４７ ５８９

１２３４６７８９10

11

12

13

14

15

５

問
合
せ

　
観
光
交
流
課
石
見
神
楽
係　
☎
�
９
５
３
１

日
本
遺
産
に
認
定
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公 共 交 通
浜田市の公共交通体系利用促進への取組

　浜田市には、鉄道や民間路線バス、タクシーをはじめ、市の生活路線バ
スや予約型乗合タクシーなど、様々な公共交通機関があります。
　公共交通利用者が年々減少するなか、将来にわたって公共交通を維持し
ていくためには、「公共交通を利用する」ことが大切です。
　公共交通がなくなって困らないよう、「乗って守る」「乗って活

い

かす」と
いう気持ちを大切に、積極的に公共交通を利用しましょう。

路線や運行区域、時刻表、
また、助成の手続、バスマッ
プなど、詳細は市ホームペー
ジをご覧ください。

鉄道

通勤・通学などの生活交通だけ
でなく、観光など都市間を結ぶ広
域交通の主軸も担っています。浜
田市には８つの駅があり、１日約
1,200人が利用しています。

敬老福祉乗車券

70歳以上の人には、年間10冊又は15冊を上限とし、１
冊3,000円分の乗車券（バス・タクシーで利用可）を
1,500円で販売し、対象となる障害者手帳を持っている
人には、年間５冊まで無料交付をしています。

購入した人から、「半額で購入できてうれしい」、「こ
れからもずっと続けてほしい」などの声や、「上限なく
購入したい」といった要望もいただいています。

　「（旧）敬老乗車券」の
有効期限を延長します　

有効期限が平成31年３月31日と記載のある
「（旧）敬老乗車券」は、有効期限を再度延長し、
令和２年３月31日まで利用できます。
※　ただし、使用方法は前年度と同様です。

通学定期券購入費助成

通学定期券の購入負担を軽減するため、市内の高等
学校へ定期券（ＪＲ・バス）を使用して通学する生徒
の保護者に対し、購入費の一部を補助しています。

往復の場合、おおむね15,000円／月を超えた額、片道
の場合、おおむね8,250円／月を超えた額を補助します。

民間路線バス

主に隣接する市町や、自治区間
をまたがる路線について、乗合バ
ス事業者により運行されています。
定期券やバスカードなど、お得に
乗車できるサービスがあります。

市生活路線バス

民間路線バスでの運行が困難となった地域などの代
替交通として、主に自治区内の移動手段として運行し
ています。運行主体は浜田市で、民間交通事業者へ運
行を委託しています。
運行路線

浜田・弥栄自治区　…　弥栄野原線
金城自治区　…………　金城路線（おでかけバス）
旭自治区　……………　旭路線
三隅自治区　…………　三隅路線（ひゃこるバス）

運賃　一律200円（但し、自治区を超える区間は400円）

市予約型乗合タクシー

路線バスのように運行ルートを定めず、運行区域内
の家から目的地の送迎を行います。民間タクシーとは
違い、運行時刻や運行日が決められています。運行主
体は浜田市で、民間交通事業者へ運行を委託していま
す。
運行地域

浜田自治区（どんちっちタクシー）
　　　　　　　　　　　……　三階・長見地区、
　　　　　　　　　　　　　　美川地区の一部地域
金城自治区（ふれあい号）…　一部地域
旭自治区（さんさん号）……　一部地域
弥栄自治区（やうね号）……　全域

運賃　片道300円

民間タクシー

通院や買物など、利用者の個々
のニーズに柔軟に対応可能なタク
シーは、自宅近くから目的地まで
移動できる利便性の高い交通手段
です。

コミュニティワゴン運送

地域住民やＮＰＯ法人などが自家用車などを使用し、
自宅近くから目的地まで移動できる運送活動です。ガ
ソリン代など実費のみを徴収する無償（ボランティ
ア）運送と、運賃を徴収する有償運送があります。

公共交通イメージ

民間路線バス

民間路線バス
民間路線バス

民間路線バス

市生活路線バス
民間タクシー

市乗合タクシー
コミュニティ
ワゴン

鉄道運転免許証を自主返納した人に

運転免許証の自主返納とは、運転免許が不要になっ
た人や、運転に不安を感じるようになった高齢ドライ
バーが、自主的に運転免許証（有効期間内のものに限
る）を返納することができる制度のことです。

市では、全ての運転免許を自主返納した７０歳以上の
人に、敬老福祉乗車券５冊（15,000円分）を無料で進
呈しています。
返納後は、こんな特典があります
・敬老福祉乗車券を５冊無料で進呈します。

（ただし、返納後１回限り）
・公的な身分証明書として使える「運転経歴証明書」

の交付が受けられます。（有料）
・「運転経歴証明書」を提示すると、運賃が割引きにな

るバスやタクシーがあります。
返納後はどうぞ、バスやタクシーを活用し、安全快

適に外出をお楽しみください。

バスマップの作成

民間路線バスと市生活路線バスの乗り継ぎが分かり
やすいよう、市全域の路線図・バス停などを掲載して
います。バスマップは市役所本庁や各支所のほか、公
民館などの窓口などにも置いています。

問合せ　まちづくり推進課地域交通学校支援係　☎�９２０１

みんなで使おう実はお得！

意外と便利！
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代
理
投
票

開
票

投
票
用
紙
を
受
け
取
る
前
に
、
係
員
に
そ
の

旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

点
字
器
は
投
票
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
が
、

使
い
慣
れ
た
点
字
器
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
持

参
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

点
字
に
よ
る
候
補
者
名
簿
な
ど
も
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

身
体
の
障
が
い
な
ど
の
た
め
、
自
分
で
投
票

用
紙
に
候
補
者
氏
名
や
政
党
名
を
記
入
で
き
な

い
人
は
、
投
票
所
で
定
め
る
代
理
者
が
代
わ
っ

て
記
入
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
係
員
に

そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

７
月
21
日
㈰
午
後
８
時
か
ら
、
県
立
体
育
館

で
開
票
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
開
票
速
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー

タ
放
送
（
ｄ
ボ
タ
ン
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

平
成
13
年
７
月
22
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
31
年
４
月
３
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
す
。

市
内
転
居
し
た
人

７
月
１
日
以
降
に
転
居
届
を
出
し
た
人
は
、

前
住
所
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

市
外
・
県
外
か
ら
転
入
し
た
人

４
月
３
日
ま
で
に
転
入
届
を
出
し
た
人
は
、

浜
田
市
で
投
票
で
き
ま
す
。
そ
れ
よ
り
後
に
転

入
届
を
出
し
た
人
は
、
転
入
前
の
市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
外
・
県
外
に
転
出
し
た
人

４
月
４
日
以
降
に
転
出
届
を
出
し
た
人
の
う

ち
、
そ
れ
ま
で
市
内
に
３
か
月
以
上
住
ん
で
い

た
人
は
、
浜
田
市
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り

ま
す
。

入
場
整
理
券
を
受
付
に
提
出
し
、
名
簿
対
照

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
鳥
取
県
及
び
島
根
県
選
出
議
員
選
挙

の
投
票
用
紙
を
渡
し
ま
す
。
投
票
し
た
い
候
補

者
１
人
の
氏
名
を
記
入
し
、
指
定
の
投
票
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

次
に
、
比
例
代
表
選
挙
の
投
票
用
紙
を
渡
し

ま
す
。
投
票
し
た
い
候
補
者
１
人
の
氏
名
又
は

政
党
の
名
前
１
つ
の
い
ず
れ
か
を
記
入
し
、
指

定
の
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
開
始
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
で
、
投
票

終
了
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

投
票
で
き
る
人

住
所
変
更
を
し
た
人

投
票
の
方
法

投
票
時
間

期
日
前
投
票

入
場
整
理
券

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
期
間

　
７
月
５
日
㈮
～
20
日
㈯

期
日
前
投
票
所

次
の
５
か
所
で
す
。
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票

所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

※　
期
日
前
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
た
う
え
で
投
票
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
れ
ば
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

１
枚
の
は
が
き
に
、
世
帯
別
で
最
大
４
人
分

の
入
場
整
理
券
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。
必
ず

切
り
離
し
て
、
各
自
で
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

入
場
整
理
券
を
失
く
し
た
場
合
で
も
、
受
付

に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
と
投
票
で
き
ま
す
。

期日前投票所
設置場所 開設日時

浜田 市役所本庁第２東分庁舎
７月５日㈮～20日㈯
午前８時30分
　　　　～午後８時

金城 市役所金城支所
７月14日㈰～20日㈯
午前８時30分
　　　　～午後７時

旭 旭保健センター

弥栄 弥栄会館２階小研修室

三隅 市役所三隅支所分室

不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
期
間

７
月
５
日
㈮
～
20
日
㈯

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
指
定
を
受

け
て
い
る
病
院
、老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
、入

所
中
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
事
前
に
、
本
人
か
ら
直
接
又
は

投
票
管
理
者（
病
院
長
な
ど
）を
と
お
し
て
、市

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

市
外
（
一
時
滞
在
地
）
で
行
う
不
在
者
投
票

出
張
・
旅
行
な
ど
で
不
在
と
な
り
、
投
票
日

当
日
の
投
票
や
期
日
前
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
郵
便
等
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持

者
や
介
護
保
険
の
要
介
護
者
の
う
ち
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
自
宅
な
ど
か
ら
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
や
代
理
記
載
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

要
件
や
投
票
方
法
に
つ
い
て
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
す
る
場
所

投
票
所
は
、
事
前
に
送
付
す
る
入
場
整
理
券

に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

投票終了時間　投票開始時間は午前７時からです。
自治区 投票終了時間 投票区

浜田

午後７時 第１～第35（下記の９か所を除く）

午後６時

第９（細谷）、第10（長見）、
第13（宇津井）、第20（美川東）、
第21（美川西）、第26（大麻）、
第31（久代）、第32（宇野）、
第33（有福）

金城 第36～第44
旭 第45～第53

弥栄 第54～第56
三隅 第57～第69

投票日

５ ～ 20㊎ ㊏７／期日前投票期間

参議院議員通常選挙
（鳥取県及び島根県選挙区・比例代表）

問
合
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
☎
�
９
８
１
０

点
字
投
票

選
挙
公
報
の
配
布

７
月
19
日
㈮
ま
で
に
各
世
帯
へ
配
布
し
ま
す

が
、
万
が
一
届
か
な
い
と
き
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
及
び
各
支
所
に
も
備
え
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

移
動
期
日
前
投
票
所

平
成
28
年
度
に
統
合
と
な
っ
た
弥
栄
町
と
三

隅
町
の
旧
投
票
所
に
お
い
て
は
、
移
動
期
日
前

投
票
所
で
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
具
体

的
な
日
時
は
、
対
象
地
区
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る

船
員
の
投
票

「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ

て
い
る
船
員
が
投
票
所
で
投
票
す
る
と
き
は
、

入
場
整
理
券
と
一
緒
に
必
ず
こ
の
証
明
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
証
明
書
の
提
示
が
な
い
と
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
又
は
事
業

所
の
担
当
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参議院議員選挙の投票日は、本紙編集時にはまだ決定していません。
それぞれの記事にある日程などは、公示日７月４日㈭、投票日７月21日㈰になった場合

を想定したものです。公示日、投票日が異なった場合には、各記事の日程も変わりますの
で、詳しくは、選挙管理委員会事務局にお問い合わせください。

お
こ
と
わ
り

21
７ ㊐／
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三隅支所で受賞の報告をする
石州半紙技術者会　会長　西田誠吉さん（中央）

相談専用フリーダイヤル
　☎０１２０-７８３-４１９

青少年サポートセンターは、ひきこもりやニート、不登校などの困難を
抱える子どもや若者の自立支援を行っています。気軽にご利用ください。

養育・教育不安の相談
青少年サポートはまだの相談員が悩みを伺います。
相談や支援が必要な人の窓口として、気軽に相談し

てください。

【相談対象】　
・育児や教育などに不安のある保護者
・学校生活などに不安のある児童・生徒
・ひきこもりやニートの状態で悩みを抱えた人、又は

その家族

※　相談は無料で、秘密は固く守ります。

社会参加・自立に向けた各種教室などを開催してい
ます。
・学校生活がうまくいかず、悩んでいる
・家に閉じこもりがちで、生活習慣を変えたい
・人に関わることなど、社会生活に不安がある
など、同じ悩みを持つ人と一緒に活動してみませんか。

料金　無料（材料費などは実費）
申込み
　実施日の７日前までに、電話で申し込んでください。
※　内容や日程など、詳しくは市ホームページをご覧

になるか、お問い合わせください。

浜田市子ども・若者支援地域協議会
　関係機関などが連携して支援を実施します。

青サポ教室
陶芸・お菓子づくり・パソコン・

粘土細工などを、１回２時間で各
教室に講師を招いて実施します。

青サポクラブ
屋外活動・折り紙・書き方・手

芸など、大きなテーマは決まって
いますが、内容は参加者の意見を
基に決めます。

居場所の利用や自立支援
ひきこもりやニートの状態で悩んでいる人が集える

居場所の提供や、いろいろな体験をとおして社会参加
や自立に向けた支援をしています。

【施設概要】　
・学習室　　・調理室
・作業室　　・音楽室

【自立支援活動】
・青サポ教室
・青サポクラブ

所在地　市役所本庁北分庁舎２階
開所時間　午前８時30分～午後５時15分

（土・日・祝日・年末年始を除く） 
問合せ・申込み　☎�０９８５・ＦＡＸ�１０８０

ホームページ

北分庁舎

青少年サポートセンター
北分庁舎２階浜田郵便局

←至 益田市 至 江津市→国道９号

本庁舎

東・第２東
分庁舎

西分庁舎

粘土細工教室

屋外活動の様子

問
合
せ　
文
化
振
興
課
文
化
財
係

☎
�
９
７
３
１

石
州
半
紙
技
術
者
会
が
第
25
回
エ

ネ
ル
ギ
ア
賞
を
受
賞
し
、
４
月
17
日

㈬
、
広
島
県
広
島
市
で
表
彰
式
が
あ

り
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ア
賞
と
は
、
伝
統
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
優
れ
た
業
績
を

収
め
た
個
人
や
団
体
を
顕
彰
す
る
も

の
で
、
石
州
半
紙
技
術
者
会
に
よ
る

手
漉
き
和
紙
技
術
の
保
存
伝
承
や
、

後
継
者
育
成
の
取
組
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

石
州
半
紙
技
術
者
会
が

エ
ネ
ル
ギ
ア
賞
を
受
賞

10月から消費税率が10％に引き上げられることに伴い、低所得者・子育て世帯
の消費に与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えする
ことを目的として、プレミアム付商品券「浜田市トクトク商品券」を販売します。

商品券が使用できる店舗を募集します。
登録料、商品券換金手数料は無料です。詳しくは、市

ホームページに掲載している募集要項をご覧ください。

購入できる人
①住民税非課税者

平成31年１月１日時点で浜田市に住民票があり、令
和元年度の住民税が非課税の人。　
※　ただし、住民税が課税されている人と生計を一に

している配偶者や扶養親族など、また、生活保護受
給者などは対象外です。

②子育て世帯
浜田市に住民票があり、平成28年４月２日から令和

元年９月30日の間に生まれた子が属する世帯の世帯主。

購入できる金額
①住民税非課税者

１冊5,000円分を4,000円で販売します。
１人につき、１冊単位で最大５冊まで購入できます。

②子育て世帯
１冊5,000円分を4,000円で販売します。
対象となる子１人につき、１冊単位で最大５冊まで

購入できます。
※　１冊は、500円券×10枚です。
※　住民税非課税者・子育て世帯の両方に該当する場

合、どちらも購入することができます。

購入する方法
①住民税非課税者

８月中旬頃に申請書を郵送します。お知らせする期
日までに申請書を返送してください。審査後、該当者
には、商品券購入引換券を９月下旬頃郵送します。
②子育て世帯

９月下旬頃に商品券購入引換券を郵送します。申請
は不要です。

販売期間　10月１日㈫～令和２年３月２日㈪
販売場所　市役所本庁及び各支所市民福祉課　ほか
使用期間　10月１日㈫～令和２年３月31日㈫

問合せ
　地域福祉課地域福祉係　☎�９３００
　　　〃　　（商品券専用）☎�９３０３

問合せ
　商工労働課商工政策係　☎�９５０１

子ども・若者　の
　　　　自立　を　支援　します

青少年サポートセンター

青サポ教室・青サポクラブを開催しています

青少年サポートセンター

浜田市トクトク商品券 の販売・取扱店舗の募集

商品券を販売します

商品券の取扱店舗を募集します

10月１日 から

店舗大募集
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12広報はまだ：令和元年７月号13

♥Town Topics

広報はまだ：令和元年７月号

まちのわだい

改元日に婚姻届を提出するカップルに、
石州和紙の婚姻届受付証と記念品を渡し
ました（５月１日）

石見神楽松阪上演会（三重県松阪市）に
出席しました（５月11日）

浜田女性ネットワーク総会に出席しました（５月13日）

島根県食生活改善推進協議会総会に出席
しました（５月15日）

「日本遺産」認定発表及び認定証交付式
（東京都台東区）に出席しました
（５月20日）

石央商工会通常総代会に出席しました
（５月23日）

城山大学開講式に出席し、「浜田開府400
年」について講演しました（５月28日）

浜田市高齢者クラブ連合会総会に出席し
ました（５月13日）

浜田市保育連盟総会に出席しました

（５月25日）
石見観光振興協議会総会に出席しました
（５月28日）

ＪＡしまねいわみ中央女性部通常総会に
出席しました（５月16日）

石央森林組合通常総代会に出席しました
（５月25日）

石見神楽の魅力を熱く語り合いました

ヒラメの稚魚を放流する

思い思いの風景を描く

舞踊を披露する出演者

　５月20日㈪、旭中学校スケッチ大会が木田公民館周辺で行わ
れ、生徒42人が参加しました。これは、地域に出向き、歩いて
回ることで土地の良さを知ってもらい、見た風景や建物などを
絵画に表し、地域を見つめ直すきっかけにしてもらおうと、公
民館ふるさと再発見事業として企画されました。
　生徒たちは、ふるさとの良さや自然の美しさに触れながら、
地域を散策し、自分の描きたい場所を探してじっくり観察し、
思い思いの風景を描きました。

　５月21日㈫、政府が地域に赴き、生の声をつぶさに聞いて政
策にいかす「車座ふるさとトーク」が、三宮神社で行われ、鈴
木憲和外務大臣政務官と市民が、「海外への石見神楽を始めとす
る島根県の魅力発信」をテーマに意見交換を行いました。
　観光客が石見神楽をいつでも見られる設備や公共交通機関の
整備、海外公演に出るための仕事を休みやすい環境づくり、石
見神楽面や衣裳制作の技法の発信などについて意見が出ました。
　鈴木政務官は、「いただいた提言を一つでも実現し、石見神楽
を発信する活動を支援したい」と話しました。

　５月20日㈪、ヒラメ稚魚放流体験がおおうらの浜で行われ、長
浜小学校５年生の児童38人が参加しました。
　これは、次世代を担う児童が栽培漁業の目的や漁業関係者の
取組について学び、理解を深めるために、島根県水産振興協会
が企画したものです。
　ヒラメの稚魚約2,000匹を「大きくなって帰ってきてね」と言
いながら、放流しました。参加した児童は、「浜田にはいろんな
魚がいるけど、魚の量が少なくなっているので、魚の命を大切
にしたい」と話していました。

　５月19日㈰、第30回記念三保ふれあいまつりが三保公民館で
開催され、約380人の来場者でにぎわいました。この催しは、三
保公民館運営推進員が地域の人々の交流の場として隔年で開催
しているものです。
　当日は、三保保育園の園児によるダンスや舞踊・マジック
ショーなど趣向を凝らした舞台発表のほか、販売コーナー、お
茶席や生涯学習サークルの作品展示も設けられ、世代を超えて
ふれあう楽しいまつりになりました。出演した園児も「上手に
踊れて楽しかった」と話していました。

♥Town Topics

石見神楽の魅力発信を政府と語る
～　車座ふるさとトーク　～

はまだ

大きくなって帰ってきてね
～　ヒラメ稚魚放流体験　～

はまだ

ふるさとを描く
～　旭中学校スケッチ大会　～

あさひ

地域みんなでふれあう
～　三保ふれあいまつり　～

みすみ
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開通した美又いでゆ橋

地元ガイドから話を聞く参加者

地元の食材を楽しむ大勢の来場者

地元の品を食べながら踊りを楽しむ来場者

　５月19日㈰、美又いでゆ橋が開通し、地元の美又いでゆ橋渡
りぞめ実行委員会主催による、式典や祝賀行事が盛大に挙行さ
れました。この橋は、有福温泉、美又温泉、旭温泉を結ぶ田所
国府線と桜江金城線との利便性を図る目的で島根県が計画し、
このたび工事が完了したものです。
　当日は、テープカット、地元の子どもたちによるくす玉開披
や、渡りぞめが行われました。また、地元住民による美又温泉
音頭や田ばやしが披露されました。参加した人は「橋の開通が
地域の活性化につながることを期待する」と話していました。

　５月19日㈰、小国の自然に親しむ会が小国公民館周辺で開催
されました。これは、地域の人や自然と触れ合いながら、地元
でとれた山菜バイキングを楽しむ催しで、地元をはじめ県内外
から約350人が来場しました。
　会場には、地元で採れた山菜を使った天ぷらや煮しめ、豚汁
などの料理がバイキング形式で並べられ、来場者は「色々な野
菜を食べることができて、とてもおいしかった」と話していま
した。中でも、「来年もまた楽しみにしています」という声が多
く聞かれました。

　５月18日㈯、能海寛歌碑めぐりウォ―キング大会が開催され、
市内外から約40人が参加しました。これは、金城町長田出身で
チベット探検の先駆者・能海寛が詠んだ歌碑を巡りながら約５
㎞を歩く催しです。
　当日は小雨がぱらつく中、自然や歴史に触れながら地元ガイ
ドから説明を受け、先人に思いをめぐらせました。
　ウォ―キング後は、地元の人が作ったたくさんの山菜が入っ
た豚汁で冷えた体を温めました。

はつらつモデル地区に指定されました

交通安全を願いながら

運転者に安全運転を呼びかける指導員

啓発看板を揚げ交通安全を呼びかける参加者

　５月13日㈪、春の全国交通安全運動の街頭指導を行いました。
これは、全国交通安全運動の活動の一環として、期間中に弥栄
町内２か所で４回実施したものです。街頭指導には、浜田市交
通安全協会弥栄支部、地域安全推進員、少年補導員のほか、地
域の団体を中心に30人が参加しました。
　初日の街頭指導では、通学する児童や通勤で通りかかった住
民へ交通安全を呼びかけ、石央商工会や弥栄女性の会の皆さん
が作った啓発グッズやチラシを配布しました。

　５月13日㈪、交通安全テント村が旭町丸原地内の県道５号で
開催されました。これは、春の全国交通安全運動にあわせてド
ライバーに安全運転を心がけ、交通ルールを守ってもらおうと、
浜田市交通安全対策協議会旭支部が企画したものです。
　テント村に参加したメンバーは、通勤途中などのドライバー
に「安全運転でお願いします」などと声をかけ、交通安全啓発
チラシや夜間反射、点灯、点滅するライトなどの記念品を手渡
し、啓発活動を行いました。

　５月11日㈯から20日㈪までの春の全国交通安全運動にあわせ、
三隅町内で啓発活動が行われました。この取組は、悲惨な交通
事故を少しでも減らすために、浜田市交通安全協会三隅支部が
町内の事業所や学校などと一緒に毎年実施しているものです。
　この期間中には、早朝からのぼり旗や交通安全啓発看板を掲
げ、国道９号沿いで、ドライバーに交通安全を呼びかける人の
目交通監視のほか、交通安全テント村を設置して「安全運転を
お願いします」と声をかけました。

　５月17日㈮、はつらつモデル地区指定式及び親睦グラウンド
ゴルフ大会が、老人憩いの家で開催されました。
　これは、島根県警が、地域を挙げて高齢者の交通事故防止に
取り組む「はつらつモデル地区」に杵束地区を指定し、浜田警
察署と浜田市交通安全協会弥栄支部、杵束公民館が共同で企画
したものです。指定式では浜田警察署長から杵束公民館長へ指
定書が交付されました。その後、グラウンドゴルフ大会が行わ
れ、休憩中には弥栄駐在所巡査長などから交通安全についての
講話があり、参加者は楽しく学びました。

　５月18日㈯、「朝日町恵比須祭＆まちなかキャンパス～ＢＵＹ
浜田昼市～」が朝日町商店街で開催され、約1,000人が来場しま
した。これは、商店街の活性化とＢＵＹ浜田運動の推進を、官
民が協同で盛り上げようと実施したものです。
　当日は、島根県立大学生の踊りやＢＵＹ浜田運動のオリジナ
ルテーマソングに合わせたダンス、地元産の野菜や地元産品を
使った飲食物の販売などが行われました。
　来場者は、「大学生も一緒になって盛り上げ、まちの活性化に
つながるいいイベントだと思う」と話していました。

♥Town Topics

美又いでゆ橋が開通
～　美又いでゆ橋渡りぞめ式　～

かなぎ

新緑の中、先人の思いめぐり歩く
～　能海寛歌碑めぐりウォーキング大会　～

かなぎ

地元食材を楽しむバイキング
～　小国の自然に親しむ会　～

かなぎ

商店街とBUY浜田運動を盛り上げる
～　朝日町恵比須祭＆まちなかキャンパス～ＢＵＹ浜田昼市　～

はまだ

地域で高齢者の交通事故を防ごう
～　 はつらつモデル地区親睦グラウンドゴルフ大会　～

やさか

交通事故ゼロを目指して
～　交通安全テント村　～

あさひ

みんなで守ろう交通ルール
～　春の全国交通安全運動街頭指導　～

やさか

事故ゼロを達成するために
～　春の全国交通安全運動啓発活動　～

みすみ
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　
昭
和
58
年
７
月
20
日
か
ら
23
日
に

か
け
て
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
「
山
陰
豪
雨
災
害
」
の
教
訓
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
で
は
、
毎
年
７
月
23
日
を
「
市
民

防
災
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
防
災
の
日
に
は
、
防
災
行
政

無
線
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
に

黙
祷
を
さ
さ
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　
７
月
23
日
㈫

浜
田
・
金
城
・
旭
・
弥
栄

　
午
後
０
時
５
分
ご
ろ

三
隅

　
午
前
７
時
ご
ろ

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

　
こ
れ
か
ら
の
夏
時
季
は
、
行
楽
な

ど
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
、
夏
特
有

の
解
放
感
、
暑
さ
か
ら
の
疲
れ
な
ど

に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
て
、
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
過
労
・
脇
見
運
転
の
防
止

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

　
例
年
、夏
に
は
、マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

次
の
事
項
に
注
意
し
て
事
故
の
防
止

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

遊
泳

○
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
絶
対
に
目
を

離
さ
な
い

○
立
入
禁
止
区
域
や
離
岸
流
の
危
険

が
あ
る
場
所
で
は
泳
が
な
い

○
飲
酒
し
た
ら
絶
対
に
泳
が
な
い

磯
釣
り

○
あ
ら
か
じ
め
、家
族
、友
人
に
、行

き
先
と
帰
宅
時
間
を
連
絡
す
る

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る

小
型
船
舶

○
出
発
前
に
、
機
関
の
点
検
や
残
燃

料
を
確
認
す
る

○
常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
い
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る

問
合
せ　
浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

　
☎
�
０
７
７
２

　
ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
目

的
と
し
て
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃

食
用
油
（
使
用
済
み
油
）
を
回
収
し

て
い
ま
す
。
廃
食
用
油
は
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
な
ど
と
し
て
再
生

し
、
再
利
用
さ
れ
ま
す
。 

回
収
タ
ン
ク
設
置
場
所

浜
田　
市
役
所
東
分
庁
舎
側
駐
車
場

内
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

金
城　
金
城
支
所
駐
車
場
内
公
用
車

車
庫
横

旭　
旭
支
所
山
村
開
発
旭
セ
ン
タ
ー
横

弥
栄　
弥
栄
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
公

用
車
車
庫
横

三
隅　
三
隅
支
所
ひ
ゃ
こ
る
バ
ス
待

合
所
横

持
込
方
法　
で
き
る
だ
け
天
か
す
な

ど
は
取
り
除
い
て
、
回
収
場
所
に

設
置
し
て
あ
る
タ
ン
ク
に
投
入
し

て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

・
植
物
性
の
食
用
油
に
限
り
ま
す
。

・
ラ
ー
ド
な
ど
の
動
物
性
や
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
、
灯
油
な
ど
の
石
油
類

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
か
ら
の
持
ち
込
み
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

　
☎
�
９
４
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
田
畑
や
庭
な
ど
の
草
刈
り
で
草
木

な
ど
を
焼
却
す
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る

「
野
焼
き
」
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
例

外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

最
近
「
野
焼
き
」
に
対
す
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
苦
情
の
多
く
は
「
煙
で
窓
が
開
け

ら
れ
な
い
」「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ

く
」「
煙
で
体
調
が
悪
く
な
っ
た
」な

ど
で
す
。

　
田
畑
や
庭
か
ら
出
た
草
木
で
あ
っ

て
も
焼
却
せ
ず
に
土
に
還
す
、
燃
や

せ
る
ご
み
袋
に
入
れ
て
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
す
又
は
直
接
エ
コ
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ど
う
し
て
も
草
木
な
ど
を
焼
却
す

る
場
合
は
、
時
間
帯
や
風
向
き
を
見

な
が
ら
少
量
ず
つ
短
時
間
で
焼
却
し
、

必
ず
消
火
を
確
認
す
る
な
ど
近
所
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

　
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
家
族

の
一
員
と
し
て
大
切
な
存
在
で
す
。

し
か
し
、飼
い
方
に
問
題
が
あ
り
、苦

情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
一
度
、
犬
・
猫
な
ど
の
飼
い
方
や

し
つ
け
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
人
と

動
物
が
共
生
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

絶
対
に
捨
て
な
い
で
！

　
大
切
な
「
命
」
で
す
。
最
期
ま
で

責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
動

物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

近
所
へ
の
心
配
り
が
大
切
で
す

　
苦
情
で
多
い
の
は
、
フ
ン
の
放
置
、

鳴
き
声
、
放
し
飼
い
な
ど
で
す
。
マ

ナ
ー
を
守
り
、
き
ち
ん
と
し
つ
け
を

し
ま
し
ょ
う
。

散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う

　
犬
の
散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
を
持
参
し
フ
ン
は
持
ち
帰
っ
て

始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
散
歩
は
、
犬
を
抑
え
ら
れ
る
人
が

連
れ
て
行
き
、
決
し
て
離
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
放
し
飼
い
は
法
律
な
ど

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う

　
飼
い
主
に
は
、
生
涯
１
回
の
登
録

と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
転
居
の
際
に
飼

い
犬
も
異
動
す
る
場
合
や
、
飼
い
主

の
変
更
が
あ
る
場
合
は
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
転
出
す
る
場
合
は
、
転

出
先
の
自
治
体
で
飼
い
犬
が
い
る
こ

と
を
伝
え
、
浜
田
市
の
鑑
札
を
持
っ

て
手
続
を
し
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
猫
の
フ
ン
や
尿
で
困
っ
て
い
る
と

い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
猫

の
生
活
環
境
を
整
え
れ
ば
屋
内
飼
育

す
る
こ
と
が
で
き
、
周
辺
へ
迷
惑
を

か
け
ず
に
す
み
ま
す
。
ま
た
、
事
故

や
感
染
症
か
ら
猫
を
守
り
、
迷
子
防

止
に
な
り
ま
す
。

避
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　
毎
年
多
く
の
猫
が
生
ま
れ
殺
処
分

さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
を
望
ま
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
避
妊
去
勢
手
術
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
猫
の
避
妊
去

勢
手
術
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は･･･

　
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
や
、
そ
の
猫

の
フ
ン
尿
な
ど
に
関
す
る
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
猫
を

迷
惑
な
存
在
だ
か
ら
と
い
っ
て
捕
獲

や
処
分
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
本
当
に
猫
の
こ
と
を
思
う
な
ら
、

む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
餌
を
与
え
る
な
ら
飼
い
主
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

　
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
、
拡
大

防
止
を
図
る
た
め
、
地
域
の
勉
強
会

な
ど
に
浜
田
市
消
費
生
活
相
談
員
を

講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。
高
齢
者

サ
ロ
ン
、
グ
ル
ー
プ
の
学
習
会
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
、
職
場
の
研
修
な
ど

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
会
場　
市
内
に
限
り
ま
す
。
会

場
の
手
配
は
、
主
催
者
側
で
お
願

い
し
ま
す
。

派
遣
日
時　
平
日
の
午
前
９
時
～
午

後
９
時
ま
で
の
間
（
土
・
日
・
祝

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）
た
だ
し
、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３

日
）
は
除
き
ま
す
。

講
座
時
間　
１
～
２
時
間
程
度

対
象
者　
市
内
在
住
者
の
人
や
、
在

勤
又
は
在
学
し
て
い
る
、
５
人
以

上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

費
用　
講
師
派
遣
料
は
無
料
で
す
。

会
場
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
希
望
す
る
日
の
お
お
む

ね
１
か
月
前
ま
で
に
、
環
境
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か　
都
合
に
よ
り
、
ご
希
望

日
に
申
込
み
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

安
全
安
心

７
月
23
日
は

　
「
市
民
防
災
の
日
」
で
す

７
月
１
日
㈪
か
ら
２１
日
㈰
ま

で
「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す

海
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

生
活
・
環
境

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃
食
用

油
を
回
収
し
て
い
ま
す

草
木
な
ど
の
焼
却
は
近
所
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に

犬
・
猫
は
正
し
く
飼
い
ま

し
ょ
う

浜
田
市
消
費
生
活
相
談
員
に

よ
る
出
前
講
座
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

７月側溝消毒予定表
日 曜 場所
１ 月 杉戸町、笠柄町
２ 火 熱田町６～10
３ 水 小福井団地、汐入団地
４ 木 石原団地、内田町
８ 月 長浜町１～８
９ 火 日脚町２～６・８・９、周布町
10 水 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
11 木 唐鐘１～９
16 火 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
17 水 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
18 木 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
22 月 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
23 火 殿町１～５、田町２～５
24 水 田町１、 琵琶町、 朝日町１～６・９・10
25 木 朝日町１～４・６～８、 牛市町、 紺屋町２～５
29 月 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
30 火 蛭子町、栄町、片庭町
31 水 港町１～４
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する

ことがあります。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
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税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

 　
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
住
民
票
を

有
す
る
全
て
の
人
に
数
字
12
桁
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
通
知

さ
れ
、就
職
、転
職
、出
産
育
児
、年

金
な
ど
の
手
続
で
必
要
と
な
り
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
申
請
に
よ
り
無
料
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
カ
ー
ド
）
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
と
便
利
で
す

　
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書

と
し
て
、
ま
た
、
番
号
確
認
に
利
用

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書

な
ど
を
取
得
で
き
る
ほ
か
、
確
定
申

告
な
ど
の
行
政
機
関
に
対
す
る
電
子

申
請
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す

　
総
合
窓
口
課
及
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
で
、
顔
写
真
を
そ
の
場
で
撮
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
代
行
し
て
い

ま
す
。
申
請
を
希
望
す
る
人
は
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
所

得
情
報
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の

高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

※　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請

し
た
約
１
か
月
後
に
、
市
役
所
へ

受
け
取
り
に
来
て
も
ら
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

が
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

有
効
期
限
切
れ
の
カ
ー
ド
は
無
効

で
す
。
新
た
に
カ
ー
ド
が
必
要
な
人

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
有
効
期
限
内
で
も
申

請
で
き
ま
す
）

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
か
？

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
各
世
帯
へ
通
知
カ
ー
ド
が
送
付

さ
れ
ま
し
た
が
、「
保
管
期
間
経
過
」

や
「
宛
所
な
し
」
な
ど
に
よ
り
多
く

の
通
知
カ
ー
ド
が
返
戻
さ
れ
、
当
課

で
保
管
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
10

月
５
日
に
浜
田
市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
た
人
の
通
知
カ
ー
ド
で
、
平
成

27
年
11
月
か
ら
12
月
の
返
戻
分
に
つ

い
て
は
、
11
月
末
に
廃
棄
処
分
し
ま

す
。
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、

総
合
窓
口
課
へ
受
け
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

※　
受
取
に
は
本
人
確
認
書
類
が
必

要
で
す
。（
同
一
世
帯
で
な
い
人
が

受
け
取
る
場
合
は
、
委
任
状
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
）

※　
支
所
で
受
取
を
希
望
す
る
人
は

事
前
に
総
合
窓
口
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※　
廃
棄
処
分
後
に
通
知
カ
ー
ド
が

必
要
な
人
は
再
交
付
申
請
が
必
要

で
す
。
１
人
に
つ
き
５
０
０
円
の

手
数
料
が
か
か
り
、、再
交
付
申
請

後
、
お
手
元
に
届
く
ま
で
１
か
月

程
度
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
�
９
４
０
０

説明会日時・会場
日時 場所

８月20日㈫　午後７時 中央図書館
　　24日㈯　午後７時 石見公民館
　　26日㈪　午後７時 ラ・ペアーレ浜田
　　27日㈫　午後７時 石見公民館
　　29日㈭　午後６時30分 琵琶町集会所
　　31日㈯　午後７時 浜田公民館
９月２日㈪　午後７時 浜田公民館
　　３日㈫　午後７時 健康増進センターすまいる

問
合
せ　
上
下
水
道
部
下
水
道
課
整

備
係　
☎
�
９
６
４
１

　　　マークのないものは
「燃やせるごみ」で出して
ください。

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空
き

家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

問
合
せ　
政
策
企
画
課
移
住
定
住
係

　
☎
�
９
２
０
０

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提

供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ham

ada-akiya.
com

/

発泡
スチロール

ビニール袋 プラスチックの
バケツ

※　
詳
し
い
分
け
方
に
つ
い
て
は
、

浜
田
市
ご
み
分
別
早
見
表
（
平
成

30
年
４
月
版
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　
全
て
の
袋
と
粗
大
ご
み
シ
ー
ル

に
名
前
を
書
き
、
自
分
が
出
し
た

ご
み
が
回
収
さ
れ
る
ま
で
責
任
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。　

問
合
せ　
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係　

　
☎
�
９
４
３
０

　
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
な
ど
は
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
燃
や
せ
な
い
ご
み
は
「
金
属
類
・

陶
器
類
・
ガ
ラ
ス
類
・
電
気
製
品
」

の
み
と
な
り
ま
す
。
燃
や
せ
な
い
ご

み
袋
の
中
に
レ
ジ
袋
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
が

入
っ
て
い
た
場
合
、
違
反
ご
み
と
な

り
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　夏の暑さはシェードで改善
夏場、室内の熱は約70％が窓から伝わってきます。

そのため日差し対策としては、屋外で遮断するのが効
率的です。ブラインドでは室内まで太陽光が入ってき
て熱がこもりますが、シェードの場合は窓の外で遮断
できるため室内の温度は抑えられます。

　エアコンをかしこく使いましょう
１　扇風機を上手に使って空気を循環させましょう。
２　２週間に１度はフィルターの掃除をしましょう。
３　室外機の吹出口に物を置くと、冷暖房の効果が下

がってしまいます。
４　カーテンで窓からの熱の出入りを防ぎましょう。
５　夏場は家に帰ったらまず窓を開けて熱気を逃がし

て「換気」から冷房をかけましょう。
６　タイマーを上手に使ってムダを防ぎましょう。
７　風向きを上手に調整しましょう。（風向き板は、暖

房では下向き、冷房では水平に）
参考　2018年度版スマートライフおすすめＢＯＯＫ　

日本建材・住宅設備産業協会提供

　
市
で
は
、
市
街
地
の
下
水
道
整
備

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
が
衛
生
的
で

快
適
な
生
活
を
す
る
上
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
、
将
来
へ
そ
の
環
境
を

引
き
継
ぐ
た
め
の
大
切
な
財
産
と
な

り
ま
す
。

　
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
や
事
業
所

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
会
場

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
環
境
に
つ

い
て
、知
り
た
い
、学
び
た
い
、や
っ

て
み
た
い
、
を
応
援
し
ま
す
。

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
っ
て
？

　
自
然
観
察
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
興
味
・
関
心
の
あ
る
環
境
活
動

に
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む

ク
ラ
ブ
で
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
な
る
と
こ
ん

な
こ
と
が
で
き
ま
す

自
分
た
ち
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ

　
活
動
内
容
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
、
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い

て
は
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専

門
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

役
立
つ
ツ
ー
ル
が
も
ら
え
る

　
活
動
の
記
録
に
ぴ
っ
た
り
の
メ
ン

バ
ー
手
帳
に
、
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の
様

子
な
ど
を
掲
載
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。

ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
ろ
う

　
報
告
で
も
ら
え
る
「
ア
ー
ス
ス
タ

ン
プ
」
を
５
個
集
め
る
と
ア
ー
ス
レ

ン
ジ
ャ
ー
認
定
証
が
贈
ら
れ
ま
す
。

活
動
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？

①
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
登
録
（
登

録
料
・
年
会
費
無
料
）

　
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
（
３
歳
～

18
歳
）と
、活
動
を
支
え
る
大
人（
20

歳
以
上
）
を
集
め
、
登
録
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
か
、
地
方
事
務

局
に
登
録
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
メ
ン
バ
ー
１
人
か
ら
で
も
登
録

で
き
ま
す
。
登
録
し
た
メ
ン
バ
ー
は

自
動
的
に
、
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

②
活
動
ス
タ
ー
ト

　
身
近
に
で
き
る
、
自
分
た
ち
が
興

味
あ
る
環
境
活
動
に
自
由
に
取
り
組

み
ま
す
。
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

参
考
に
し
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

③
報
告
す
る
（
報
告
の
す
る
・
し
な

い
は
自
由
で
す
）

　
資
源
ご
み
の
分
別
排
出
と
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
の
た
め
、
資
源
ご
み
の
無

料
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

回
収
品
目

　
か
ん
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
市
役
所

本
庁
舎
・
各
支
所

持
込
方
法

・
中
を
軽
く
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ラ
ベ
ル
・

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

　
☎
�
９
４
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
報
告
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
地
方

事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.j-ecoclub.jp/

申
込
先
・
問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し

と
環
境
係
内　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ

ブ
地
方
事
務
局　
☎
�
９
４
２
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作

り
ま
せ
ん
か
？

市
街
地
の
下
水
道
整
備
計
画

市
民
説
明
会
を
行
い
ま
す

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
参

加
ク
ラ
ブ
を
募
集
し
ま
す

夏の部屋が暑すぎる！と感じませんか？

問合せ　環境課くらしと環境係　☎�９４２０　

資
源
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

燃
や
せ
な
い
ご
み
の
分
別
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

住

宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

下水道整備計画（案）

燃やせるごみプラスチック製品の例

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

対象経費一覧
対象経費 基準額

生垣の植栽(1列植え)に
要する経費

樹高0.5ｍ未満 1ｍあたり2,000円
樹高0.5ｍ以上
　　　　1.0ｍ未満 1ｍあたり2,800円
樹高1.0ｍ以上 1ｍあたり5,400円
玉物 1ｍあたり3,700円

生垣の植栽(寄植え)に
要する経費

樹高0.5ｍ未満 1㎡あたり6,800円
樹高0.5ｍ以上 1㎡あたり9,200円
玉物 1㎡あたり9,500円

花壇の植栽に要する経費 1㎡あたり6,700円
庭園の植栽に要する経費 申請者から提出された見積書、 支払明細

書などにより市が算定した額の1/2の額
コンクリートブロック塀
の除去に要する経費(基
礎取壊し及び発生材の処
分に要する経費を含む。)

1ｍあたり3,700円

板塀、フェンスなどの除
去に要する経費(基礎取
壊し及び発生材の処分に
要する経費を含む。)

1ｍあたり1,100円

上記に該当しないもので
市長が必要と認めるもの 実情に応じて市が算定した額の1/2の額
基準額は、消費税及び地方消費税が含まれた額とします。
※　補助金額の上限は10万円です。

又
は
建
築
協
定
で
事
業
の
目
的
に

沿
っ
た
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る

敷
地
で
、
建
築
行
為
が
伴
う
場
合

に
お
い
て
施
工
さ
れ
る
生
垣
な
ど

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

図
面
や
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
市
役
所
北
分
庁
舎

建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指
導
係

　
☎
�
９
６
３
２

　
県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き
い
き

と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
団
体
な
ど
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・
グ

ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む
ね
１０

人
以
上
で
そ
の
半
数
以
上
が
女
性

で
あ
る
こ
と
が
目
安
）

対
象
事
業　
１０
月
１
日
㈫
～
令
和
２

年
３
月
３１
日
㈫
に
実
施
す
る
次
の

事
業

⑴　
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　
時
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　
水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円
～

５０
万
円
（
１
万
円
単
位
）

申
込
締
切
日　
７
月
１５
日
㈪

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
用
紙
は
、
市
役
所
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各
支

所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定　
９
月
下
旬
予
定

申
込
先
・
問
合
せ　

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

事
務
局 

☎
０
８
５
４
�
５
５
１
４

　
大
阪
線
片
道
ご
利
用
で
２
５
０
０
円
、

往
復
な
ら
５
０
０
０
円
助
成
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
専
用
の
申
請
書

②
助
成
申
請
す
る
搭
乗
分
の
「
ご
搭

乗
案
内
」（
ピ
ン
ク
色
）

申
請
期
限

　
９
月
13
日
（
当
日
消
印
有
効
）

対
象　
浜
田
市
、益
田
市
、萩
市
、津

和
野
町
、吉
賀
町
、阿
武
町
に
在
住

又
は
出
身
者

問
合
せ  

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大

促
進
協
議
会
（
益
田
市
空
港
対
策

室
）
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０

運航時間（期間中毎日運航）
大阪

(伊丹) 萩・石見 大阪
(伊丹)

出発
10:10

到着
到着
12:45

11:10
出発
11:40

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
７
億
円

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
５
千
万
円

発
売
期
間　
７
月
２
日
㈫
か
ら
８
月

２
日
㈮
ま
で

※　
宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
か
ら
も
購

入
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
島
根
県
市
町
村
振
興
協
会

　
☎
０
８
５
２
�
４
３
０
１

　
公
道
沿
い
に
生
垣
、
花
壇
、
庭
園

な
ど
を
設
置
し
た
り
、
公
道
沿
い
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除
去
し
た
り
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
市
街
地
の
緑
豊
か
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
自
然
と
共

生
す
る
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
や
、

魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
広
が
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

対
象　
都
市
計
画
法
で
指
定
さ
れ
た
、

用
途
地
域
内
に
あ
る
幅
員
１
・
８

ｍ
以
上
の
公
道
に
接
す
る
敷
地
、

　
浜
田
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議

会
で
は
、
国
の
総
合
対
策
事
業
を
活

用
し
、有
害
獣
（
サ
ル・イ
ノ
シ
シ・

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
）
の
集
落
へ
の

侵
入
を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
阻
止
す

る
防
護
柵
（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・

電
気
牧
柵
）
を
設
置
す
る
集
落
な
ど

に
対
し
て
資
材
を
提
供
し
ま
す
。
提

供
し
た
資
材
の
設
置
・
維
持
管
理
は

申
請
団
体
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

対
象　
集
落
・
町
内
会
な
ど
（
受
益

者
３
戸
以
上
）

要
件　

・
防
護
柵
の
対
象
と
な
る
農
用
地
が

30
ａ
以
上
で
あ
る
こ
と
（
市
内
に

あ
り
、
遊
休
農
地
を
除
く
）

・
今
年
度
中
に
設
置
を
行
う
こ
と

申
込
締
切
日　
７
月
31
日
㈬

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
設
置
予
定
位
置
図
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
農
林
振
興
課
及
び

各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

※　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
資
材
が

配
布
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　
希
望
し
て
い
る
数
量
を
配
布
で

き
な
い
場
合
は
、
申
請
団
体
で
不

足
分
を
追
加
購
入
し
て
設
置
す
る

か
、
配
布
す
る
資
材
内
で
設
置
す

る
箇
所
や
方
法
を
検
討
し
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　
農
林
振
興
課
林

業
振
興
係　
☎
�
９
５
１
０　

　
萩
・
石
見
空
港
か
ら
大
阪
伊
丹
へ

期
間
限
定
便
が
運
航
し
ま
す
。
便
利

な
大
阪
便
、
旅
行
や
帰
省
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

期
間　
８
月
３
日
㈯
～
20
日
㈫

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険･

雇
用
保

険
）に
加
入
し
て
い
る
事
業
主
は
、年

度
更
新
の
た
め
７
月
10
日
ま
で
の
間

に
申
告･

納
付
の
手
続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
労
働
保
険
年
度
更
新
申

告
の
相
談
受
付
を
県
内
各
地
で
開
催

し
ま
す
。

※　
開
催
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
島

根
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
役

立
ち
情
報
「
労
働
保
険
の
年
度
更

新
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
島
根
労
働
局
総
務
部
労
働

保
険
徴
収
室
適
用
係

　
☎
０
８
５
２
⑳
７
０
１
０

　
歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯
ブ

ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１
歳

以
上
の
在
宅
幼
児

※　
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
１
日
㈭

　
仕
事
を
探
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
・
母
の
た
め
の
、
就
労
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
子
育
て
支
援
課
で
登
録
し

た
人
を
対
象
に
、
就
労
や
転
職
に
向

け
て
、個
々
の
状
況・ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
求
人
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い
、

自
立
・
就
労
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
す
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父・母（
生

活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人
は
除

く
）

料
金　
無
料

相
談
受
付
先
・
問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
�
９
３
３
１

　
日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦
で

父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
に
、
旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
住
民

と
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

対
象　
戦
没
者
の
遺
児

実
施
地
域　
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、ト
ラ
ッ
ク・パ
ラ
オ
諸
島
、

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
中
国

実
施
期
間
・
定
員　
実
施
地
域
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
10
万
円
（
集
合
場
所
ま
で

の
往
復
交
通
費
な
ど
は
、
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
）

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　
島
根
県
遺
族
連

合
会　
☎
０
８
５
２
�
４
０
２
５

　
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
」・「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

　
今
年
で
69
回
目
を
迎
え
る
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
”
～
犯
罪
や
非

行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
～
」
は
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
考
え
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
全

国
で
行
わ
れ
て
い
る
運
動
で
す
。

　
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
全
て
の

人
の
望
み
で
す
。
犯
罪
や
非
行
を
な

く
す
た
め
に
は
、
取
締
り
を
強
化
し

て
罪
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と

も
必
要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
立

ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
で

受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や

非
行
を
生
み
出
さ
な
い
家
庭
や
地
域

づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

　
「
立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地

域
を
つ
く
る
」
そ
の
た
め
に
は
、
一

部
の
人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
全
て
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国

強
調
月
間
は
、
青
少
年
の
非
行
防
止

な
ど
の
取
組
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成

と
犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
、
保
護
者

と
し
て
、
大
人
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
潜
む
有
害
情
報
か
ら
子
ど

も
を
守
り
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
「
青
少
年
は
地
域
社
会
が
育

む
」
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
取
組
が

必
要
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、

地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
感
じ
、
学
び
、

ふ
れ
あ
い
と
対
話
を
深
め
、
皆
さ
ん

の
理
解
と
参
加
の
も
と
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
�
９
３
０
０

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強

調
月
間

・
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係　

　
☎
�
９
７
２
０

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

　
　
　
②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　
①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す

く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代
を

含
む
）

※　
タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　
７
月
18
日
㈭

　
午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
�
９
３
３
１

産

業

地
域
活
性
化

宝
く
じ
の
お
買
い
求
め
は

島
根
県
内
で
お
願
い
し
ま
す

生
垣
・
花
壇
・
庭
園
の
植
栽

な
ど
に
補
助
し
ま
す

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め

の
資
材
を
提
供
し
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
は
お
済

で
す
か
？

子

育

て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施

し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の
た
め

の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

健
康
・
福
祉

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

萩
・
石
見
空
港　
期
間
限
定

　
大
阪
便
を
運
航
し
ま
す

み
ん
な
で
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及

びクーポン券が送付された人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター

☎�７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
令和２年２月28日㈮まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場
浜
田 ７月24日㈬ 9:00～11:30 国府公民館13:00～15:00
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

三
隅 ７月22日㈪

8:00～　8:30 みのり会館
9:00～10:00 三保公民館

13:30～14:00 白砂公民館
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後から
の受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。２
時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度の飲水は可能
です。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳以上49歳までの女性

実施期間

江木医院
令和２年２月29日㈯まで
浜田医療センター内　健診センター
令和２年２月28日㈮まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 ９：00～　9：30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田７月30日㈫

 9:00～　9:30 石原集会所
10：00～10：30 福井集会所
11：00～11：30 ラ・ペアーレ浜田
13：00～13：30 石見公民館
14：30～14：45 生湯町４町内集会所

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場及び市役所１階健康医療対策課・各支所市

民福祉課・各公民館にあります。

・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成31年
度各種健（検）診日程表」に掲載しています。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるような
服装で受診してください。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎�９３１１　　　
　　　　各支所市民福祉課

【　金　城　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

17
日
㈬

9:00～ 9:10 よりあい会館横

18
日
㈭

9:00～ 9:10 カットサロン勝美前

19
日
㈮

9:30～ 9:40 小波の郷前
9:20～ 9:30 金田会館前 9:20～　9:30 東下久佐集会所 10:05～10:15 若生まなびや館下
9:40～ 9:50 下長屋 山田様宅前 9:40～　9:50 旧ＪＡ久佐事業所横 10:25～10:35 亀谷原消防詰所

10:00～10:10 岩㟢隆行様宅前 10:00～10:10 阪本修二様宅前 10:45～10:55 栄和機工前
10:20～10:30 入野集会所前 10:20～10:30 くざ会館 11:05～11:15 長田消防詰所横
10:40～10:50 越沢集会所前 10:40～10:50 上長屋集会所前 11:25～11:35 ときわ会館
11:00～11:10 新原集会所前 11:00～11:10 上組集会所前 13:15～13:25 柚根集荷場前
11:20～11:30 植松集会所前 11:20～11:30 大谷集会所 13:35～13:45 横山義孝様宅前
11:40～11:50 福原集会所前 11:40～11:50 かたらいの家 13:55～14:05 おぐに会館
13:00～13:10 大元集会所 13:00～13:10 青原集会所前 14:25～14:35 みどりかいかん
13:20～13:30 追原郷集会所前 13:20～13:30 伊木集会所前
13:40～13:50 美又国民保養センター前 13:40～14:00 小笹集会所前
14:00～14:10 皆合集会所付近 14:10～14:20 新開集会所前
14:20～14:30 二タ村集会所前 ※　同じ年度内に肺がん検診を受けている人は、結核レントゲン検診を受

けられません。14:40～14:55 ふれあい会館

１か月１医療機関あたりの自己負担限度額
区分 入院 外来

市町村民税
課税世帯の人 20,000円 6,000円

市町村民税
非課税世帯の人 2,000円 1,000円

20歳未満の
障がい児（者） 2,000円 1,000円

に
係
る
自
己
負
担
額
の
み
で
す
。

入
院
時
の
食
費
な
ど
の
保
険
外
の

負
担
、
大
き
な
病
院
に
紹
介
状
な

し
で
か
か
っ
た
際
の
選
定
療
養
費

は
対
象
外
で
す
。

有
効
期
間　
原
則
と
し
て
１
年
で
す
。

転
出
や
年
齢
到
達
な
ど
何
ら
か
の

事
由
で
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
毎
年
１０
月
１
日
が
更
新

日
で
、
引
き
続
き
助
成
を
受
け
る

場
合
は
手
続
が
必
要
で
す
。

※　
８
月
上
旬
に
更
新
の
案
内
を
送

付
し
ま
す
。 

問
合
せ　
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
�
９
４
１
１

　
こ
の
制
度
は
、
福
祉
医
療
対
象
者

（
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
）に
医
療
費（
自
己
負
担
分
）

の
助
成
を
行
い
、
健
康
の
保
持
と
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

福
祉
医
療
を
受
け
る
人

（1）　
６５
歳
以
上
で
引
き
続
き
３
か
月

以
上
の
寝
た
き
り
の
状
態
で
他
人

の
介
護
が
必
要
な
人
（
助
成
期
間

は
１
年
限
り
）

（2）　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２

級
を
持
っ
て
い
る
人

（3）　
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４

級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お
お
む

ね
Ｉ
Ｑ
５０
以
下
と
診
断
さ
れ
た
人

（4）　
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

（5）　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
持
っ
て
い
る
人

（6）　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級
を
持
っ

て
い
る
人

（7）　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お
お
む

ね
Ｉ
Ｑ
５０
以
下
と
診
断
さ
れ
た
人

（8）　
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
（
１８
歳
未

満
又
は
高
校
第
３
学
年
修
了
ま
で

の
児
童（
20
歳
未
満
）
を
養
育
す
る

配
偶
者
の
い
な
い
人
及
び
児
童
）

※　
健
康
保
険
未
加
入
者
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※　
（1）
～
（7）
の
２０
歳
以
上
の
人
は
、

所
得
制
限
（
特
別
障
害
者
手
当
の

所
得
額
を
準
用
）が
あ
り
ま
す
。こ

の
所
得
額
に
は
障
害
年
金
な
ど
の

非
課
税
収
入
も
含
ん
で
審
査
し
ま

す
。

※　
（8）
は
、
前
年
分
の
所
得
税
が
非

課
税
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

自
己
負
担
額　
医
療
費
の
１
割
で
す
。

薬
局
な
ど
で
は
、
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※　
医
療
機
関
な
ど
で
、
１
割
を
超

え
る
又
は
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
る
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合
は
、

助
成
申
請
に
よ
り
医
療
費
の
払
い

戻
し
を
し
ま
す
。 

※　
対
象
と
な
る
の
は
、
保
険
診
療

被
保
険
者
証
の
更
新

　
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
緑
色
）
の
有
効

期
限
が
７
月
31
日
㈬
で
切
れ
ま
す
。

　
８
月
１
日
㈭
か
ら
の
新
し
い
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
７
月
中
旬

に
緑
色
の
封
筒
に
入
れ
て
特
定
記
録

郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
一
世
帯
ご
と

に
ま
と
め
て
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
加
入
し
て
い
る
人
全
員

の
被
保
険
者
証
が
届
い
た
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
未
加
入

で
も
、
宛
名
は
世
帯
主
に
な
っ
て
い

ま
す
。
内
容
物
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
は
、
加
入
者
名
義
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
記
載
内
容
を
確
認

　
万
一
、
被
保
険
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
保
険
年
金

課
国
保
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
分
で
訂
正
す
る
と
、
そ
の
被
保
険

者
証
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

一
般
被
保
険
者
証
有
効
期
限

　
令
和
２
年
７
月
31
日

注
意
事
項

・
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
す
る
た
め
、
75
歳
の
誕
生
日
の

前
日
が
有
効
期
限
で
す
。

・
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当

し
、
７
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に
な

る
人
は
、
誕
生
月
の
末
日
が
有
効

期
限
で
す
。

※　
有
効
期
限
以
降
に
使
用
す
る
被

保
険
者
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
途
送

付
さ
れ
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

　
国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る

人
に
は
、滞
納
状
況
に
よ
り
、「
短
期

被
保
険
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

３
か
月
短
期
被
保
険
者
証

　
10
月
31
日
有
効
期
限

６
か
月
短
期
被
保
険
者
証

　
令
和
２
年
１
月
31
日
有
効
期
限

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

　
令
和
２
年
１
月
31
日
有
効
期
限

※　
18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
状
態

を
解
消
す
る
措
置
で
す
。

有
効
期
限
切
れ
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
（
８
月
１
日
以
降
無
効
）

は
、
返
還
不
要
で
す
。

　
８
月
１
日
以
降
、
は
さ
み
で
細
か

く
切
断
す
る
な
ど
、
不
正
使
用
さ
れ

な
い
よ
う
に
確
実
に
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

※　
有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更
な

ど
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、
被
保

険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

の
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

届
い
た
と
き
は

　
国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の
健

康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌

健
康
保
険
、
健
康
保
険
組
合
及
び
共

済
組
合
な
ど
）
に
加
入
（
扶
養
も
含

む
）
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
の
届
出

が
必
要
で
す
。
勤
務
先
で
は
、
国
民

健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
は
行
い

ま
せ
ん
。
加
入
時
と
同
様
に
本
人
や

家
族
が
手
続
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
（
全
国
健
康

保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、
健
康

保
険
組
合
及
び
共
済
組
合
な
ど
）

の
保
険
証
（
被
扶
養
者
全
員
の
健

康
保
険
証
）

・
世
帯
主
及
び
対
象
者
の
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」又
は「
通
知
カ
ー
ド
」

・
印
鑑

問
合
せ　
保
険
年
金
課
国
保
係

　
☎
�
９
４
１
０

　がん検診を受けるにあたり、広報はまだ５月号（Ｐ
30）の注意事項を参考にしてください。浜田市に住
民票がある人は、市が実施する各種がん検診を、無
料で受診することができます。がん検診受診の際
は、本人確認ができるもの（健康保険証・運転免許
証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診する場合は、２

回目以降全額負担となります。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係 ☎�９３１１

７月各種がん検診の日程

７月結核レントゲン検診の日程

保
険
・
医
療

年

金

福
祉
医
療
対
象
者
に
医
療
費

を
助
成
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
を
行
い
ま
す
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

負担割合の判定基準
対象者 負担割合

第
１
号
被
保
険
者

本人の合計所得が
220万円以上の人 本人も含め同一世

帯にいる65歳以上
の人の「年金収入
額+その他の合計
所得金額」が右記
の額

単身は
340万円以上 ３割２人以上は
463万円以上

（上記３割負担に
該当しない人で）
本人の合計所得が
160万円以上の人

単身は
280万円以上 ２割２人以上は
346万円以上

上記以外の人 １割

　
適
用
期
間
は
８
月
か
ら
１
年
間
で
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
、
総
合
事
業
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
人
全
員
に
、
負
担
割
合
を
記
載

し
た
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付

し
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
す
る
際
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
65

歳
未
満
の
第
２
号
被
保
険
者
の
負
担

割
合
は
一
律
１
割
負
担
で
す
。

問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　
☎
�
１
５
２
０

高額療養費制度
　国民健康保険加入者が医療機関などの窓口で
支払う金額が高額となった場合、後からの支給
申請により、下表の自己負担限度額を超えた額
を払い戻される「高額療養費」制度です。

申請先・問合せ　保険年金課賦課給付係　☎�９４１３

限度額適用認定証
　申請により「島根県国民健康保険限度額適用認定証」の交
付を受け、被保険者証と併せて医療機関などへ提示すること
で、窓口で支払う金額が自己負担限度額までとなります。（限
度額の適用は月ごと、１医療機関ごとです）高額な医療費の
一時的な負担と後からの支給申請が不要となりますので、必
要となった場合は事前に申請してください。

70歳未満の人

所得区分 所得金額（注１） 自己負担限度額（月額）
３回目まで ４回目以降（注２）

上位所得者(ア) 901万円を超える世帯 252,600円+(医療費－842,000円)×１% 140,100円

上位所得者(イ) 600万円を超え
901万円以下の世帯 167,400円+(医療費－558,000円)×１% 93,000円

一般(ウ) 210万円を超え
600万円以下の世帯 　80,100円+(医療費－267,000円)×１% 44,400円

一般(エ) 210万円以下の世帯
(住民税非課税世帯を除く) 57,600円 44,400円

住民税非課税世帯
(オ) 住民税非課税世帯（注３） 35,400円 24,600円

（注１）所得金額とは国民健康保険加入者の総所得金額から基礎控除（33万円）を除いた金額です。
（注２）「４回目以降」とは過去12か月以内に、同じ世帯で限度額以上の医療費の自己負担が４回以上あった場合

です。
（注３）世帯主と国民健康保険加入者の全員が住民税非課税の世帯です。

70歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 自己負担限度額
外来（個人ごと） 外来+入院（世帯単位）

現役並み所得者

課税所得額が690万円以上 252,600円+(医療費－842,000円)×１%（4回目以降は140,100円）

課税所得額が380万円以上 167,400円+(医療費－558,000円)×１%（4回目以降は 93,000円）

課税所得額が145万円以上  80,100円+(医療費－267,000円)×１%（4回目以降は 44,400円）

一般 18,000円（注４） 57,600円
低所得者Ⅱ（注５） 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ（注６） 8,000円 15,000円

（注４）１年間（８月～翌７月）の外来の自己負担額の合計額に、年間144,000円の上限が設けられます。
（注５）同じ世帯の世帯主及び国保加入者が住民税非課税の世帯。
（注６）住民税非課税の世帯で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）

を差し引いたとき０円となる人。

　入院したときには、医療費とは別に食事代が
必要となりますが、70歳未満の住民税非課税世
帯（オ）及び70歳以上75歳未満の低所得者Ⅰ・
Ⅱに該当する人は、１食あたり４６０円の食事代
が減額されて次のとおりとなります。

70歳未満の人

所得区分 過去１年
入院日数 １食につき

住民税非課税世帯（オ） 90日以下 210円
91日以上 160円

７０歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 過去１年
入院日数 １食につき

低所得者Ⅱ 90日以下 210円
91日以上 160円

低所得者Ⅰ 100円

　療養病床に入院している65歳以上の人は、１
食あたり460円の食事代が次のとおり減額され
ます。また、居住費として１日あたり370円の
負担があります。

65歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 １食につき

住民税非課税世帯（オ）
低所得者Ⅱ 210円

低所得者Ⅰ 130円

申請に必要なもの
　国民健康保険証・印かん（スタンプ印は不可）・世帯
主及び申請者の個人番号カード又は通知カード
※　７月31日まで認定を受けている人が、８月から引

き続き認定を受けるためには、再度申請が必要です。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一

斉
更
新

　
75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で
広

域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人
を
含

む
）
が
、
現
在
使
っ
て
い
る
被
保
険

者
証
（
黄
色
）
は
、
７
月
31
日
㈬
ま

で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
８
月
１

日
㈭
か
ら
使
用
す
る
被
保
険
者
証

（
水
色
）は
、
７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
窓
口
負
担

に
つ
い
て

　
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と
き

は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
負

担
し
て
も
ら
い
ま
す
。
医
療
機
関
で

負
担
す
る
割
合
は
、
平
成
30
年
中
の

所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
、
８
月
か
ら

変
更
に
な
る
人
が
い
ま
す
。
被
保
険

者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己
負
担

割
合
「
１
割
」
又
は
「
３
割
」
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

３
割
負
担
の
場
合

　
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
の
所
得
の
あ
る
被
保
険
者
が
一

人
で
も
い
る
世
帯
は
、
そ
の
世
帯
の

被
保
険
者
全
員
が
現
役
並
み
所
得
者

と
な
り
、一
部
負
担
金
の
割
合
は「
３

割
」
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
収
入

額
に
よ
っ
て
「
１
割
」
負
担
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す（
該
当
者
に
は
、案

内
を
し
ま
す
）。

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

　
平
成
30
年
中
の
所
得
額
な
ど
の
確

定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
令
和
元
年

度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

納
付
方
法　

特
別
徴
収
（
年
金
天

引
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
及
び

口
座
振
替
）の
２
種
類
が
あ
り
、特

別
徴
収
は
申
請
に
よ
り
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
）
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※　
既
に
手
続
を
し
た
人
は
、
改
め

て
手
続
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

変
更
手
続

①　
市
へ
保
険
料
の
支
払
方
法
変
更

の
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②　
金
融
機
関
で
口
座
振
替
依
頼
の

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

口
座
振
替
で
納
付
し
た
人
が
、
そ

の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
、

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て
い

る
場
合
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す

る
こ
と
で
、
入
院
し
た
場
合
や
外
来

で
高
額
な
治
療
を
受
け
た
場
合
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
、
認
定
証
の
申
請

手
続
が
必
要
で
す
。
申
請
し
た
月
の

初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の

有
効
期
間
が
７
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
令
和
元
年
度
も
引
き
続
き

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、
７

月
中
に
新
し
い
認
定
証
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
更
新
の
手
続
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
２ 

　
有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お
持

ち
の
人
に
更
新
手
続
の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
人
は
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保
健
施

設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
・
介

護
医
療
院
）
に
入
所
中
の
人
又
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
人

で
、
世
帯
全
員
（
配
偶
者
は
世
帯

分
離
し
て
い
て
も
同
一
世
帯
と
み

な
す
）
が
市
町
村
民
税
非
課
税
か

つ
、
預
貯
金
な
ど
が
単
身
で
１
０

０
０
万
円
、
夫
婦
で
合
計
２
０
０

０
万
円
以
下
の
人

手
続
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
有
す
る
全

て
の
預
貯
金
通
帳
な
ど
の
写
し

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用

者
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
前
年
の
所

得
に
よ
り
１
割
か
ら
３
割
の
負
担
割

合
を
決
定
し
、
毎
年
７
月
に
交
付
し

ま
す
。

（
直
近
２
か
月
の
履
歴
が
わ
か
る

も
の
）

・
認
印
、
申
請
書
、
個
人
番
号
及
び

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

提
出
期
限　
７
月
31
日
㈬

手
続
窓
口

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

　
☎
�
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　
☎
�
１
５
２
０ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
す

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

更
新
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
交

付
し
ま
す

国民健康保険加入者の窓口負担

自己負担限度額（月額） 

入院した場合の食事代 療養病床に入院しているときの食費・居住費

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

伝 言 板
まちかど

　
浜
田
市
立
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校

に
お
い
て
、
夏
季
休
業
中
に
、
次
の

と
お
り
学
校
閉
庁
期
間
を
設
け
て
い

ま
す
。８
月
13
日
㈫
～
16
日
㈮
に
、
学

校
へ
の
連
絡
が
必
要
な
場
合
は
、
次

の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

担
当
課
か
ら
学
校
の
管
理
職
へ
連
絡

し
ま
す
。

学
校
閉
庁
期
間

　
８
月
11
日
㈰
～
16
日
㈮
の
６
日
間

連
絡
先

・
小
・
中
学
校

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎
�
９
７
１
０

・
市
立
幼
稚
園

　
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎
�
９
３
３
０

　
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、
令
和
元

年
度
の
奨
学
生
募
集
と
令
和
２
年
度

の
奨
学
生
の
予
約
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

応
募
資
格　
保
護
者
な
ど
が
自
動
車

や
バ
イ
ク
の
事
故
な
ど
、
道
路
で

の
交
通
事
故
で
死
亡
・
重
い
後
遺

障
が
い
の
た
め
に
働
け
な
い
た
め
、

経
済
的
に
修
学
が
困
難
な
生
徒
・

学
生
（
申
込
時
２５
歳
ま
で
の
人
）

奨
学
生
の
種
類　
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
奨
学
生
、
大
学
・
短
期

大
学
奨
学
生
、大
学
院
奨
学
生
、専

修
学
校
奨
学
生

※　
ほ
か
の
奨
学
金
制
度
と
併
せ
て

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
同
一
世
帯
・
同
一
学
校
か
ら

何
人
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
３０
分

（
土
・
日
・
祝
日
・
本
会
の
休
業
日

を
除
く
）

応
募
先
・
問
合
せ

・
交
通
遺
児
育
英
会

　
☎
０
３
ー
３
５
５
６
ー
０
７
７
３

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
ー
５
２
１
２
８
６

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　
11
月
10
日
㈰　
午
後
１
時
～

出
演
者
募
集

対
象　
高
校
生
以
上

演
奏
曲　
１
９
８
０
年
ま
で
に
発
表

さ
れ
た
曲　
　
　
　

場
所　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

定
員　
25
組
（
抽
選
）

料
金　
１
人
１
０
０
０
円
（
グ
ル
ー

プ
の
場
合
は
人
数
分
）

申
込
み　
７
月
31
日
㈬
ま
で
に
申
込
書

を
サ
ン
・
シ
ャ
イ
ン
㈲
増
田
さ
ん
へ

　
☎
０
９
０-

３
３
７
５-

１
０
９
６

展
示

日
時　
９
月
28
日
㈯
～
10
月
６
日
㈰

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

作
品
募
集

対
象　
中
学
生
以
上
の
石
見
地
方
在

住
者
及
び
出
身
者

部
門
・
出
品
料　
下
表
の
と
お
り

申
込
み　
出
品
票
と
出
品
料
を
各
応

募
先
へ

応
募
先・期
間（
閉
庁・休
館
日
除
く
）

○
市
役
所
北
分
庁
舎
文
化
振
興
課

　
９
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委
員

会
分
室

　
９
月
６
日
㈮
～
13
日
㈮　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

○
石
正
美
術
館

　
９
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮　
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

　
９
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

作
品
の
搬
入
場
所　
金
城
・
旭
・
弥

栄
支
所
教
育
委
員
会
分
室
、
石
正

美
術
館
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館

表
彰
式

日
時　
10
月
６
日
㈰

　
午
後
１
時
～
２
時

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

搬
出　

日
時　
10
月
６
日
㈰

　
午
後
４
時
～
５
時

募集部門・出品料

絵画の部
油絵・水彩画・日本画・版画・素描・デザイン
第１部　一般・大学生・高校生
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

写真の部 題材自由
（デジタル可、ただし編集・加工は不可）

１人３点以内
１点1,500円（中・高校生500円）

書の部 第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など

１人１点限り（部門ごとに）
１点1,500円（中・高校生500円）

現代美術の部 表現・材料・展示など、既存の部門の枠を超えた作品
※　出品には６月の下見会への参加が必要です。

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

自由作品の部 工芸・陶芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻など １人１点限り
１点1,000円（中・高校生300円）

問
合
せ　
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係　
☎
�
９
７
３
０

※　
規
定
サ
イ
ズ
な
ど
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
７
月
18
日
㈭
～
31
日
㈬

抽
選
日　
８
月
下
旬

入
居
可
能
時
期　
９
月
中
旬

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

公
募
予
定
施
設

①
浜
田
市
有
料
駐
車
場

（
栄
町
・
道
分
山
立
体
駐
車
場
）

問
合
せ　
行
財
政
改
革
推
進
課
管
財

係　
☎
�
９
１
４
０

②
浜
田
市
三
隅
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

問
合
せ　
三
隅
支
所
市
民
福
祉
課
健

康
福
祉
係　
☎
�
２
８
０
６

指
定
期
間　
令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日

申
請
方
法　
７
月
18
日
㈭
か
ら
８
月

27
日
㈫
ま
で
に
、
募
集
要
項
を
各

島
根
県
内
の
聖
火
リ
レ
ー
の
日
程

日
時
・
コ
ー
ス

令
和
２
年
５
月
１６
日
㈯　
津
和
野
町

→
知
夫
村
→
益
田
市
→
浜
田
市
→

江
津
市
→
川
本
町
→
邑
南
町

５
月
１7
日
㈰　
大
田
市
→
出
雲
市
→

雲
南
市
→
奥
出
雲
町
→
隠
岐
の
島

町
→
安
来
市
→
松
江
市

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
募
集
な
ど

申
込
み　
７
月
１
日
㈪
以
降
、
島
根

県
環
境
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

https://w
w

w
.pref.shim

ane.

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
７
月
10
日
㈬

以
降
。

問
合
せ　

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

若
者
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

　
浜
田
土
建
㈱　
☎
�
１
４
１
７

lg.jp/sport/

担
当
課
窓
口
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

島根大学４年の花本航希と申します。４
年生では、各診療科について臨床の先生に
講義をしていただくので、より専門的な内
容を学ぶことができ、とても楽しいです。
また、部活動では軟式テニス部に所属して
います。４月に行われた関西医歯薬大会で
は優勝することができました。朝から夜ま
で講義と部活動で大変ですがとても充実し
た毎日を過ごして
います。浜田の地
域枠に恥じない医
師になれるよう、
残りの大学生活を
一生懸命頑張りま
す。

花本航希さん

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁
期

間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

交
通
遺
児
奨
学
生
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す

浜田の地域医療を支えるために
島根大学医学部で学んでいる学生から
便りが届きました

島根大学４年の西川香
澄と申します。今年から
は授業で病気や治療など
の実践的なことを学び始
めています。毎日の勉強
は大変ですが、医療の奥
深さに魅了されています。
また、野球部のマネー
ジャーを３年で引退し、

新たに身体診察などの医療技術を学ぶサークルに

所属しました。徐々に医師になることへの期待や

責任を感じることが増えてきました。将来は島根

県の地域医療を支える一員として力になれるよう

に、残りの大学生活も頑張りたいと思います。

西川香澄さん

島根大学５年の田中俊太郎と申します。入学して以
来様々な苦難がありましたが、たくさんの応援や仲間
に支えられ６年目を迎えました。昨年度までは座学が
中心でしたが、今年度より当学の附属病院で実習して

います。患者さんに会うと応
援してくださる人もおり、期
待に答えられるよう勉学に励
んでいます。卒後の研修も浜
田市でできればと思っており
ますので、今後ともご指導の
ほどよろしくお願いします。

田中俊太郎さん

問合せ　健康医療対策課地域医療対策係　☎�９３１０

募
　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
募
集

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル　
出
演
者
募
集

浜
田
市
美
術
展

一
般
公
募
展
作
品
募
集

医学生 だよりだより
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対
象　
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
時　
７
月
14
日
㈰

　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
国
府
海
水
浴
場

定
員　
50
人

料
金　
無
料

申
込
み　
７
月
７
日
㈰
ま
で
に
浜
田

サ
ー
フ
ィ
ン
協
会 

波
多
野
さ
ん
へ

　
☎
０
９
０-

４
６
５
２-

７
０
８
６

日
時　
７
月
14
日
㈰

　
午
後
６
時
～
10
時

場
所　
国
府
海
岸
周
辺

（
雨
天
中
止
）

問
合
せ　

l

ラ

ニ

ani k

コ

ク

フ

okuhu k

カ
イ

ai

　

iw
am

i.um
ifes@

gm
ail.com

安
全
祈
願
祭

７
月
14
日
㈰　
午
前
９
時
30
分

遊
泳
期
間

　
７
月
14
日
㈰
～
８
月
18
日
㈰

※　
海
岸
で
の
キ
ャ
ン
プ
・
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
禁
止

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

　
☎
�
１
０
８
５

日
時　
７
月
13
日
㈯

　
午
後
６
時
～
７
時
15
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料
金　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
３
歳
以
下
無
料・会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
浜
田
お
や
こ
劇
場
へ

　
☎
�
６
３
９
６

日
時　
７
月
２
日
㈫
～
８
月
31
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
５
時

日
時　
７
月
７
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時	

日
時　
７
月
19
日
㈮　
午
後
６
時
～

場
所　
こ
く
ぶ
学
園　
正
面
玄
関
前

内
容　
冷
麺
・
た
こ
焼
き
な
ど
の
屋

台
や
園
児
及
び
地
域
の
出
し
物

問
合
せ　
こ
く
ぶ
学
園

☎
�
０
０
８
４

日
時　
７
月
６
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
県
立
体
育
館

内
容　
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
、
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

問
合
せ　
島
根
県
体
育
協
会

☎
０
８
５
２
�
５
０
５
３

新
町
商
店
街

日
時　
７
月
20
日
㈯
・
27
日
㈯　
午

後
７
時
～
９
時
30
分（
雨
天
中
止
）

場
所　
新
町
通
り
（
歩
行
者
天
国
）

問
合
せ　
平
野
屋　
☎
�
０
２
３
６

銀
天
街　
神
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

日
時　
７
月
27
日
㈯　
午
後
４
時
～

11
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　
浜
田
駅
前
銀
天
街
ど
ん
ち
っ

ち
タ
ウ
ン
周
辺
（
歩
行
者
天
国
）

問
合
せ　
佐
古
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
７
１
０-

３
９
７
９

殿
町
商
店
街 

さ
ま
ー
イ
ン
と
の
ま
ち

日
時　
７
月
28
日
㈰　
午
後
６
時
～

９
時
30
分（
小
雨
決
行・雨
天
中
止
）

場
所　
石
神
社
境
内

問
合
せ　
ポ
ム
・
ア
ン
・
ク
ル
ー
ト

　
☎
�
５
５
３
１

日
時　
７
月
10
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ぷ
ら
っ
と　
会
議
室

定
員　
30
人

料
金　
無
料

講
師　
加
藤
彰
子
さ
ん
（
岡
山
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

申
込
み　
事
前
に
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
へ

☎
０
８
５
２
�
０
６
９
０

日
時　
７
月
３
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
保
健
所
３
階 

多
目
的
室

料
金　
無
料

申
込
み　
で
き
る
だ
け
事
前
に
浜
田

保
健
所　
医
事
・
難
病
支
援
課
へ

☎
�
５
５
４
９

日
時　
７
月
17
日
㈬

午
後
６
時
～
７
時

テ
ー
マ・講
師「
の
ど
を
鍛
え
て『
肺

炎
』
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
２
」
龍
里
智
子
さ
ん
（
浜
田
医

療
セ
ン
タ
ー
摂
食
嚥
下
障
害
看
護

認
定
看
護
師
）

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

　
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理

課　
☎
�
０
５
０
５

日
時　
７
月
７
日
㈰

　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
（
予
定
）

場
所　
浜
田
港
福
井
埠
頭
３
号
岸
壁

料
金　
無
料

申
込
み　
当
日
、
浜
田
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
前
で
受
付
（
顔
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書
が
必
要
・
高
校
生
以

下
保
護
者
同
伴・船
内
見
学
不
可
）

問
合
せ　
浜
田
港
振
興
会
ク
ル
ー
ズ

振
興
担
当　
☎
�
７
７
３
３

対
象　
市
内
在
住
の
令
和
２
年
度
小

学
校
入
学
予
定
の
幼
児
と
保
護
者

日
時　
７
月
20
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
浜
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

定
員　
35
組

料
金　
１
組
５
０
０
円
（
幼
児
と
保

護
者
一
人
ず
つ
の
場
合
）

申
込
み　
７
月
10
日
㈬
正
午
ま
で
に

浜
田
市
学
校
給
食
会
へ

　
☎
�
８
６
０
０

日
時　
９
月
か
ら
令
和
２
年
８
月
ま

で
の
毎
月
２
回
程
度

場
所　
内
村
町

定
員　
15
人
（
選
考
）

料
金　
年
会
費
２
０
０
０
円

申
込
み　
７
月
16
日
㈫
ま
で
に
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
営

農
企
画
課
へ　
☎
�
８
８
１
２

対
象　
25
ｍ
泳
げ
な
い
５
歳
以
上
の

子
ど
も

日
時　
①
７
月
23
日
㈫
～
26
日
㈮

　
　
　
②
８
月
６
日
㈫
～
９
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
15
分

場
所　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

定
員　
各
回
先
着
40
人

料
金　
６
０
０
０
円

（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
へ　
☎
�
０
２
３
０

日
時　
毎
週
水
曜
日　
午
後
７
時
～

９
時
30
分
（
見
学
・
体
験
可
）

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル 

小
ホ
ー
ル

申
込
み　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
へ

☎
�
２
１
０
０

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 締切日

韓国語講座
　～初級～

７月９日㈫～10月１日㈫の火曜日
午後７時～８時30分 浜田公民館 15人 3,000円 ７月８日㈪

韓国語講座
　～中級～

７月９日㈫～10月１日㈫の火曜日
午後４時～５時30分 浜田公民館 15人 3,000円 ７月８日㈪

你好、于 清と
中国語を勉強
しませんか

昼 ７月11日㈭～９月19日㈭の木曜日
午後１時30分～３時 浜田公民館 15人 3,000円 ７月９日㈫

夜 ７月11日㈭～９月19日㈭の木曜日
午後７時～８時30分 浜田公民館 15人 3,000円 ７月９日㈫

申込み　浜田国際交流協会へ　☎�１２４１　　　　　　　　　　　（各講座とも会員料金あり）

場
所　
周
布
小
学
校　
校
庭

（
雨
天
の
場
合
周
布
小
体
育
館
）

内
容　
第
三
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
科

学
部
発
表
、
浜
田
商
業
高
校
砂
絵

な
ど

問
合
せ　
周
布
公
民
館

☎
�
０
０
５
８

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
郷
土
資
料
館

　
☎
�
６
４
５
３

一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

人
（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

　
７
月
１
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮

試
験
日
（
一
次
試
験
）

　
９
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
）
21
歳
未
満
の
人
（
海
上
は

23
歳
未
満
）（
令
和
２
年
４
月
１

日
現
在
）

受
付
期
間　

　
７
月
１
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮

試
験
日（
一
次
試
験
）　
９
月
16
日
㈷

試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎　

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

人
（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

受
付
期
間　

①
７
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

②
７
月
29
日
㈪
～
９
月
13
日
㈮

試
験
日　

①
８
月
３
日
㈯

②
（
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
）

　
９
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

（
口
述
試
験
・
身
体
検
査
）

　
９
月
27
日
㈮
・
28
日
㈯
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

試
験
会
場

①
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

②
（
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
）

　
浜
田
合
同
庁
舎

（
口
述
試
験
・
身
体
検
査
）

　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部　
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
・

浜
田
出
張
所　
☎
�
１
３
３
４

第
一
次
試
験

・
10
月
12
日
㈯　
全
国
20
か
所

第
二
次
試
験

・
12
月
14
日
㈯　
札
幌
・
東
京
・

　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋

・
12
月
15
日
㈰　
大
阪
・
福
岡

料
金　
１
４
０
４
０
円

申
込
み　
８
月
２
日
㈮
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）
に
簡
易
書
留
で
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
消
費
生
活
相
談
員

資
格
試
験
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
へ

　
☎
０
４-

７
１
９
９-

２
６
０
０

対
象　
聴
覚
障
が
い
者
で
手
話
の
で

き
る
人

日
時　
毎
月
第
４
木
曜
日

　
午
後
１
時
～
４
時
（
要
予
約
）

問
合
せ　
浜
田
年
金
事
務
所

　
☎
�
０
６
７
０

日
時　
７
月
31
日
㈬

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士

会　
☎
０
８
５
２
�
３
５
２
０

（
試
験
日
・
場
所
な
ど
が
追
加
・
変

更
さ
れ
る
場
合
あ
り
）

お
出
か
け

浜
田
サ
ー
フ
ィ
ン
協
会

キ
ッ
ズ
サ
ー
フ
ィ
ン
ス
ク
ー
ル

海
バ
ル　IW

AM
IU

M
IFES

　

in kokuhu-kaigan

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

浜
田
お
や
こ
劇
場 

鑑
賞
例
会

劇
団
風
の
子
九
州（
舞
台
劇
）

「
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
！
」

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

し
ま
ね
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
浜
田
会
場

浜
田
郷
土
資
料
館

改
元
記
念
貨
幣
展
と

浜
田
開
府
四
百
年
記
念
写
真
展

「
浜
田
城
山
の
四
季
再
び
」

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ペ
ッ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in
周
布

こ
く
ぶ
学
園　
夕
涼
み
会

浜
田
市
商
店
街　
土
曜
夜
市

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事
務
局
セ
ミ
ナ
ー

浜
田
圏
域
難
病
サ
ロ
ン

「
ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン
」交
流
会

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
市
民
公
開
講
座

ク
ル
ー
ズ
客
船

「
コ
ス
タ・ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」

埠
頭
か
ら
の
見
学

浜
田
市
学
校
給
食
会

親
子
給
食
会

教
室・講
座

農
業
の
基
礎
講
座
・
体
験
学
習

　
き
ん
さ
い
市
場　
営
農
塾

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
期
短
期
教
室

浜
田
開
府
四
百
年
記
念　
住
民
参
加

創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
演
予
定

石
央
文
化
ホ
ー
ル
合
唱
団
「
響
」

浜
田
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
教
室
・
語
学
教
室

資
格・試
験

自
衛
官
な
ど

消
費
生
活
相
談
員
資
格
試
験

相
　
　
談

浜
田
年
金
事
務
所

　
手
話
に
よ
る
年
金
相
談

島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
登
記
相
談
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対
象　
中
学
校
を
卒
業
し
た
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
の
い
る
家
族

日
時　
①
８
月
19
日
㈪　
②
９
月
25

日
㈬　
③
10
月
30
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
浜
田
保
健
所
３
階
多
目
的
室

定
員　
各
回
20
人

料
金　
無
料

申
込
み　
８
月
５
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
を
島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ

ン
タ
ー
相
談
判
定
課
へ

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
０
５

企
画
展

「
猪
熊
弦一郎
展『
い
の
く
ま
さ
ん
』」

日
時　
７
月
13
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
入
館
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

（
８
月
13
日
は
開
館
）

場
所　
石
見
美
術
館

料
金　
一
般　
　
１
０
０
０
円

　
　
　
大
学
生　
　
６
０
０
円

　
　
　
小
中
高
生　
３
０
０
円

広
島
交
響
楽
団　
島
根
定
期
演
奏
会

日
時　
７
月
28
日
㈰　
午
後
２
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

出
演　
広
島
交
響
楽
団

　
　
　
　
指
揮　
　
現
田
茂
夫
さ
ん

　
　
　
　
ピ
ア
ノ　
鐵
百
合
奈
さ
ん

料
金　
全
席
指
定

　
Ｓ
席　
　
３
５
０
０
円

　
Ａ
席　
　

２
５
０
０
円

　
学
生
券　
１
０
０
０
円

（
会
員
料
金
あ
り
）

※　
未
就
学
児
入
場
不
可
（
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
７
月
21
日
㈰

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

島
根
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

益
田
糸
操
り
人
形
グ
ラ
ン
ト
ワ
定
期

公
演

日
時　
８
月
３
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
小
ホ
ー
ル

出
演　
益
田
糸
操
り
人
形
保
持
者
会

料
金　
一
般　
　
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料・会
員
料
金
あ
り
）

夏
休
み
期
間
（
７
月
20
日
㈯
～
８
月

31
日
㈯
）
は
毎
日
開
館
・
シ
ロ
イ
ル

カ
親
子
３
頭
で
の
バ
ブ
ル
リ
ン
グ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

特
別
展
「
太
古
か
ら
つ
な
が
る
海

～
化
石
は
語
る
～
」

日
時　
７
月
10
日
㈬
～
９
月
23
日
㈷

場
所　
３
階
特
別
展
示
室　
ほ
か

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

対
象　
小
・
中
学
生

日
時　
７
月
～
９
月
の
土・日・祝
日

（
７
月
20
日
㈯
～
８
月
10
日
㈯
・
８

月
17
日
㈯
～
31
日
㈯
は
毎
日
開
催
）

　
①
午
前
11
時
～　
②
午
後
２
時
～

場
所　
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

定
員　
各
回
15
人

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
わ
り
ば
し
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
で
あ

そ
ぼ
う
♪
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
７
月
８
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
先
着
20
個

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

「
夜
の
ア
ク
ア
ス
と
身
近
な
海
体
験
！

　
～
水
槽
の
前
で
お
泊
り

＆ 

地
引
網
体
験
～
」

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

日
時　
７
月
20
日
㈯

　
午
後
４
時
～
翌
午
前
10
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
60
人
（
抽
選
）

料
金　
１
人
１
０
０
０
円

（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

申
込
み　
７
月
５
日
㈮
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

「
ど
ん
な
魚
が
と
れ
る
か
な

～
地
引
網
に
挑
戦
～
」

日
時　
７
月
21
日
㈰

　
午
前
６
時
30
分
～
１０
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
前
砂
丘
ト
ン
ネ
ル

料
金　
無
料
（
申
込
み
不
要
）

「
恐
竜
と
泊
ま
ろ
う
in
ア
ク
ア
ス
」

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

日
時　
７
月
27
日
㈯

　
午
後
４
時
～
翌
午
前
８
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
48
人
（
抽
選
）

料
金　
無
料（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

申
込
み　
７
月
12
日
㈮
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

７
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

７
日
㈰　
亀
山
神
楽
社
中

14
日
㈰　
有
福
神
楽
保
持
者
会

15
日
㈷　
西
村
神
楽
社
中

21
日
㈰　
上
府
神
楽
社
中

28
日
㈰　
岡
﨑
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
�
３
３
８
８

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
８
月
25
日
㈰ 

午
前
８
時
受
付

場
所　
石
見
海
浜
公
園

定
員　
60
チ
ー
ム（
男
女
混
成
の
部
）

料
金　
１
チ
ー
ム　
４
０
０
０
円

申
込
み　
７
月
31
日
㈬
ま
で
に
申
込

書
と
参
加
料
を
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

対
象　
小
学
生
と
保
護
者
（
小
学
生

の
み
、保
護
者
の
み
の
参
加
不
可
）

日
時　
８
月
24
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
小
学
生
・
保
護
者
合
わ
せ
て

25
人
程
度
（
抽
選
と
し
、
結
果
を

申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
）

料
金　
１
人
５
０
０
円

申
込
み　
７
月
19
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内　
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
へ 

☎
�
９
５
２
０

日
時　
８
月
20
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
・
対
象

・
第
一
部　
教
職
員
、
児
童
発
達
管

　
　
　
　
　
理
責
任
者

・
第
二
部　
一
般
、
当
事
者
な
ど

定
員　
各
80
人
程
度
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
８
月
５
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
を
島
根
県
西
部
発
達
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ン
ド
へ

　
☎
�
０
２
０
８

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

日
時　
８
月
６
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
正
午
（
予
定
）

場
所　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね　
い
わ
み
中
央

地
区
本
部　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
７
月
８
日
㈪
〜
26
日
㈮
ま

で
に
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地

区
本
部
営
農
経
済
部
営
農
企
画
課

へ　
☎
�
８
８
１
２

日
時　
８
月
10
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
三
隅
中
央
会
館・大
麻
山
周
辺

定
員　
20
人

料
金　
小
・
中
学
生　
１
２
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
上　
１
５
０
０
円

申
込
み　
７
月
26
日
㈮
ま
で
に
三
隅

支
所
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係
へ

☎
�
２
８
０
３

日
時　
８
月
３
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午
頃

（
景
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　
石
見
海
浜
公
園

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー　
☎
�
２
２
３
１

日
時　
８
月
２
日
㈮

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る 

４
０
３
会
議
室

講
師　
越
野
由
美
子
さ
ん（
２
級
キ
ャ

リ
ア･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能
士
）

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ

ン
タ
ー
浜
田　
☎
�
５
１
１
１

日
時　
７
月
28
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
所　
弥
栄
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

　
市
民
窓
口
係　
☎
�
２
６
５
６

日
時　
７
月
28
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
前
に
集
合
し
後
野
町

へ
移
動

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

場
所　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

（
長
浜
分
団
・
上
府
分
団
・
波
佐
分

団
・
石
見
分
団
が
出
場
）

問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課
消
防
団

係　
☎
�
５
１
６
７

日
時　
７
月
21
日
㈰

①
午
前
10
時　
②
午
後
１
時　
③
午

後
３
時
（
上
映
時
間
１
０
２
分
）

・
石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
券
一
般　
１
２
０
０
円

　
小
学
生
～
大
学
生　
　
６
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）

　
ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン　
大
人
２
冊
、

学
生
１
冊
と
交
換

（
当
日
２
０
０
円
増
）

問
合
せ　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
�
２
１
０
０

日
時　
７
月
27
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　
７
月
20
日
㈯　
午
後
２
時
～

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

　
・
虹　
事
務
局

　
☎
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

対
象　
成
人

日
時　
７
月
20
日
㈯　
午
前
10
時
～

午
後
４
時
10
分
・
７
月
21
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
40
分

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

講
師　

北
本
雅
巳
さ
ん
（
日
展
会

員
・
東
光
会
理
事
）

料
金　
６
５
０
０
円

申
込
み　
７
月
12
日
㈮
ま
で
に
は
が

き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
山
光
会　
近
藤
隆

夫
さ
ん
へ　
☎
・
FAX
�
５
９
２
４

日
時
・
内
容

第
２
回　
７
月
20
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
に
つ
い
て
」

場
所　
浜
田
養
護
学
校

申
込
み　
電
話
又
は
浜
田
養
護
学
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
☎
�
２
２
０
０

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

不
安
や
焦
る
気
持
ち
を
和
ら
げ
る

　
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

（
親
子
料
理
教
室
）

学
び
に
く
さ
の
あ
る
子
の

理
解
と
指
導
法

夏
休
み
に
本
格
的
な
昆
虫
標
本
づ
く
り

大
麻
山
の
昆
虫
調
べ

い
わ
み
中
央
産
直
き
ん
さ
い
市
場

夏
野
菜
で
ピ
ク
ル
ス
を
作
ろ
う
！

石
見
海
浜
公
園

海
で
遊
ぼ
う

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田

　
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

学
び
・
健
や
か
・
暮
ら
し
い
き
い
き

生
涯
学
習
と
健
康
福
祉
の
集
い

第
１
９
８
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

石
見
郷
と
伊
甘
郷
の
分
水
嶺
を

歩
き
浜
田
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
観
察

消
防
団
夏
の
祭
典

　
島
根
県
消
防
大
会

　
島
根
県
消
防
操
法
大
会

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部 

企
画
映
画
上
映
会

文
部
科
学
省
特
別
選
定
映
画

「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

浜
田
開
府
四
百
年
記
念
協
賛

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

山
光
会
浜
田
洋
画
講
習
会

―
裸
婦
写
生
会
―

浜
田
養
護
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
ま
す

参
加
型
学
習
「
１
泊
２
日
模
擬

研
究
」
を
開
催
し
ま
す

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
第
１
回
市

民
研
究
員
全
体
会
を
開
催
し
ま

し
た

16
期
生
就
職
状
況

　
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
今
年
度
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し
ま
す
。
高
校
生
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
高
校
の
先
生
に
総
合

政
策
学
部
の
学
び
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の

施
設
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
３
日
㈯

　
午
前
１１
時
～
午
後
３
時

主
な
内
容
（
予
定
）

・
総
合
政
策
学
部
説
明

・
先
輩
学
生
と
の
交
流

・
特
別
講
義
体
験

・
浜
田
市
紹
介
バ
ス
ツ
ア
ー

・
キ
ャ
ン
パ
ス
・
学
生
寮
見
学

・
入
試
・
学
生
生
活
・
キ
ャ
リ
ア
支

援
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
会

※　
高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、
１

年
生
や
２
年
生
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

☎
�
２
２
０
３

　
大
学
で
の
学
び
を
よ
り
深
く
体
験

で
き
る
参
加
型
学
習
「
１
泊
２
日
模

擬
研
究
」
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
ご
と
に
課
題
の
発
見
か
ら

政
策
の
立
案
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
体

験
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
進
学
を
考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
３
月
19
日
㈫
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

２
１
１
人
が
就
職
・
進
学
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
道
へ
歩
み
出
し
ま
し
た
。

　
第
16
期
生
の
就
職
内
定
率
は
、
97
．

４
％
（
令
和
元
年
５
月
１
日
時
点
）

と
な
っ
て
お
り
、
業
種
別
で
は
、
卸

売
・
小
売
業
の
就
職
者
が
19
％
と
最

も
高
く
、
次
い
で
金
融
・
保
険
業
が

14
％
、
製
造
業
が
12
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
り
、
今
年

も
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
浜
田
市
の
皆
さ
ん
と
の
思

い
出
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
で

活
躍
し
て
い
き
ま
す
。
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
本
学
学
生
に
対
し
て
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
５
月
18
日
に
は
今
年
度
第
１
回
全

体
会
を
開
催
し
、
セ
ン
タ
ー
研
究
員

に
よ
る
講
演
や
、
研
究
に
関
す
る
情

報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
様
々
な
知
識
交
流
を
通
じ

た
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
登
録

は
通
年
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
企
画
調
整
室

　
☎
�
２
２
０
１

　
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
市
民
研
究

員
と
は
、
グ
ル
ー
プ
リ
サ
ー
チ
サ
ロ

ン
を
通
じ
た
交
流
、
大
学
院
生
・
本

学
教
員
と
の
共
同
研
究
、
研
究
会
で

の
個
人
研
究
の
発
表
な
ど
、
お
互
い

の
興
味
を
深
め
学
び
あ
う
全
国
で
も

ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
す
。

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

　
日
本
画
の
顔
料
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て

活
躍
す
る
日
本
画
家
・
橋
本
弘
安
画
伯
の
作

品
展
で
す
。

会
期　
７
月
７
日
㈰
ま
で

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

《
橋
本
先
生
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
》

◎
７
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

場
所　
５
階
展
示
室

対
象　
中
学
生
以
上

定
員　
各
日
先
着
２０
人
（
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）

※　
展
覧
会
の
観
覧
料
が
必
要
。

《
橋
本
先
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

◎
７
月
６
日
㈯　
午
後
１
時
～
３
時
３０
分

場
所　
１
階
創
作
室

対
象　
幼
児
～
一
般（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
先
着
２０
人　

参
加
費　
２
０
０
円

「
動
く
作
品
」
を
紹
介
す
る
体
験
型
の
現
代
美

術
展
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

会
期　
７
月
１３
日
㈯
～
９
月
23
日
㈷

観
覧
料　
一
般　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
高
校
・
大
学
生　
３
０
０
円

　
　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　
本
展
覧
会
は
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
実

施
し
ま
す
。

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

《
作
家
と
作
品
体
験
会
》

◎
７
月
１３
日
㈯

　
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

場
所　
４
・
５
階
展
示
室

※　
展
覧
会
の
観
覧
料
が
必
要
。

《
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
ゾ
ー
ト
ロ
ー
プ
》

◎
７
月
１３
日
㈯

指
導　
坪
井
健
さ
ん
（
出
品
作
家
）

参
加
費　
３
０
０
円

《
ク
ネ
ク
ネ
お
も
し
ろ
ア
ニ
マ
ル
》

◎
７
月
１４
日
㈰

指
導　
関
野
宏
子
さ
ん
（
出
品
作
家
）

参
加
費　
３
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で
１
階
創
作
室
で
受
付
。

７月の休館日
月曜日　１日・８日　振替休　16日㈫
展示替　９日㈫～12日㈮

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
応
援
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
も
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
た
調
べ
る

学
習
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
調
べ
た
い
こ
と
を

ど
う
や
っ
て
調
べ
た
ら
い
い
の
？
そ
ん
な
疑

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　
７
月
24
日
㈬
・
25
日
㈭　
午
前
９
時

30
分
～
正
午
（
原
則
２
日
間
出
席
）

場
所　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
１
～
４
年
生

は
、
保
護
者
同
伴
）

定
員　
先
着
15
組
（
30
人
）

申
込
み　
７
月
２
日
㈫
～
16
日
㈫

　
中
央
図
書
館
に
電
話
又
は
窓
口
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か

・
事
前
に
調
べ
た
い
テ
ー
マ
を
考
え
て
申
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

貸出ベスト10（令和元年５月期）
順位 タイトル 著者
1 樹木希林120の遺言

死ぬときぐらい好きにさせてよ 樹木　希林
2 そして、バトンは渡された 瀬尾　まいこ
3 新章神様のカルテ 夏川　草介
4 真実の航跡

　On the Wake of the Truth 伊東　潤
５ すぐ死ぬんだから 内館　牧子
６ 沈黙のパレード〔ガリレオ〕 ［９］東野　圭吾
７ 崩壊の森 本城　雅人
８ マスカレード・ナイト 東野　圭吾
９ おまえの罪を自白しろ 真保　裕一
１０ 怪物の木こり 倉井　眉介

週
末
は
《
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動
》
も
開
催
。

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

第１回市民研究員全体会の様子

昨年のオープンキャンパスの様子

開
催
日　

　
８
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

※　
「
１
泊
２
日
模
擬
研
究
」の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

☎
�
２
２
０
３

森の中の色とりどりの物体、その正体は「変形菌」ま
たの名を「粘菌」。自ら移動して微生物を捕食する動物的
特徴と、キノコのように胞子をつくる植物的特徴をあわ
せ持つ不思議な生物。日本では南

み な か た く ま ぐ す

方熊楠が研究したこと
でも有名です。また、粘菌の性質を利用した研究で、日
本の研究者がイグノーベル賞を２度受賞しています。

著者はキノコ・粘菌写真家の新井文彦さん。その写真
はどれも美しく、時には不気味でも・・・。生態はユニー
クですが、公園や森林の腐った倒木、落ち葉の上にいる、
実は身近な生物。飼育（培養）も可能のようです。

新井文彦：写真・文
ポプラ社　(４７３ｱﾗ)

司書がすすめるこの一冊

「もりのほうせき ねんきん」

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.271

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

vol.189
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

橋
本
弘
安
展　
開
催
中　

図書館情報
開館時間 ７月の休館日

中央 ☎�0480  9：00～19：00 ８日㈪・22日㈪
金城 ☎�1823

 9：00～17：00 １日㈪・８日㈪
16日㈫・22日㈪
29日㈪・31日㈬

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10：00～19：00

（土日祝日は18：00まで）

ク
ル
ク
ル
パ
ラ
パ
ラ

　
　
動
く
ア
ー
ト
の
秘
密
展　



✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　700円（600円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,621 18,926 20,805 39,731
金 城 1,891 2,035 2,152 4,187

旭 1,333 1,349 1,355 2,704
弥 栄 676 597 669 1,266
三 隅 2,835 2,840 3,093 5,933
合 計 26,356 25,747 28,074 53,821

（単位：人）
人　口（５月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

５
月
20
日
㈪
、
石
見
地
域
９

市
町
と
共
に
目
指
し
て
き
た
日

本
遺
産
「
神
々
や
鬼
た
ち
が
躍

動
す
る
神
話
の
世
界
～
石
見
地

域
で
伝
承
さ
れ
る
神
楽
～
」
が
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
市
役
所
前
の
市
民

広
場
で
石
見
神
楽
の
演
目
「
恵

比
須
」
を
舞
い
、
懸
垂
幕
を
掲

揚
し
お
祝
い
し
ま
し
た
。

（
４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
）

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

７
月
よ
り
２
つ
の
新
し
い
展
覧
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
「
２
０

１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
２
」
を

開
催
中
で
す
。
今
回
は
、
幼
少
期
に

絵
を
描
く
た
め
の
感
性
を
育
て
て
く

れ
た
と
語
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
に
向

け
た
画
家
の
思
い
を
、
作
品
と
共
に

紹
介
す
る
特
別
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。
地
位
や
名
声
を
拒
み
、
９５

歳
で
こ
の
世
を
去
る
ま
で
、
何
も
の

に
も
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
独
自
の
美

を
求
め
る
姿
勢
を
貫
い
た
画
家
の
足

跡
を
、
代
表
作
の
数
々
と
共
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
「
第
９

回
石
州
和
紙
に
描
い
た
日
本
画
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
晩
年
の
石
本

は
ふ
る
さ
と
・
三
隅
町
の
伝
統
工
芸

品
で
あ
る
石
州
和
紙
を
「
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
す
る
紙
」
と
し

て
大
変
気
に
入
り
、
こ
の
紙
に
絵
を

描
き
続
け
て
い
ま
し
た
。

本
展
は
、
こ
の
石
州
和
紙
の
日
本

画
の
素
材
と
し
て
の
可
能
性
を
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機

会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
石
本
正

と
縁
の
深
い
画
家
や
地
元
ゆ
か
り
の

作
家
に
石
州
和
紙
へ
の
制
作
を
依
頼

し
て
描
か
れ
た
新
作
を
展
示
し
ま
す
。

作
家
の
新
た
な
試
み
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
石
州
和
紙
の
魅
力
的
な
一
面
を
、

ぜ
ひ
会
場
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
２

期
間　
７
月
２
日
㈫
～
１０
月
１４
日
㈷

【
企
画
展
示
室
】

第
９
回
石
州
和
紙
に
描
い
た
日
本
画
展

期
間　
７
月
２
日
㈫
～
８
月
１８
日
㈰

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」毎
月
第
３

日
曜
日
に
家
族
で
来
館
し
た
入
場

者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無
料

で
す
。

鐘
築
等「
の・よ
う
な
似
顔
絵
店
５
」

期
間　
７
月
２０
日
㈯
～
８
月
４
日
㈰

※　
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

観
覧
料　
無
料

　現在ハンガリーに留学中のピアニスト・山根ゆ
いさん（島根県出身）によるコンサート。ドビュッ
シー「版画」、リスト「愛の夢」、コダーイ「ド
ビュッシーの主題による瞑想曲」などを演奏しま
す。夏の暑さを忘れるような、澄み渡るピアノの
旋律をお楽しみください。
日時　７月13日㈯　午後２時～３時
会場　石正美術館創作室（入場無料）
出演　山根ゆいさん

　ギャラリー展 鐘築等「の・ような似顔絵店５」
に関連し、作家の鐘築等さんが似顔絵制作につい
てのこだわりや、独自の制作技法について楽しく
お話しします。描くのとは違う、楽しい切り絵の
似顔絵術を体験してみませんか？
日時　７月20日㈯　午後２時～３時30分
会場　石正美術館創作室（参加無料）
講師　鐘築等さん（切り絵似顔絵作家）
※　詳しくは、お問い合わせください。

◎ 山根ゆい ピアノコンサート
　～暑い夏にちょっぴり一息クラッシック～

◎「鐘築等　僕の似顔絵術」
　　（似顔絵ワークショップ）

４歳よりピアノを始める。桐朋
女子高等学校音楽科、桐朋学園大
学音楽学部を卒業。日本ピアノ教
育連盟第34回最優秀賞及び萩原和
子賞受賞。現在リスト音楽院生１
年在学中。ソロ・室内楽で様々な
演奏会に出演。
（プロフィールより抜粋）

樹
木
希
林

黒
柳
徹
子

今
月
の
表
紙

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855‒22‒2612（
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